
20周年を記念し、認定こども園あおのもり（土市１）の
園児と先生、そしてネージュによるお祝いの人文字です。

（11月25日撮影）

十日町市新市誕生20周年特
集

ピックアップ　新しい民生委員・児童委員を紹介します（14～18ページ）

20しゅうねん
おめでとー！
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十
日
町
市
は
平
成
17
年
４
月
１
日

に
旧
５
市
町
村
が
合
併
し
︑
新
・
十

日
町
市
が
誕
生
し
ま
し
た
︒

新
市
誕
生
か
ら
20
周
年
と
い
う
節

目
を
迎
え
た
今
年
︑
さ
ま
ざ
ま
な
記

念
事
業
を
実
施
し
︑
11
月
１
日
㈯
に

は
越
後
妻
有
文
化
ホ
ー
ル
﹁
段
十
ろ

う
﹂
で
十
日
町
市
新
市
誕
生
20
周
年

記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
︒

式
典
に
は
︑
各
地
区
の
代
表
の
皆

さ
ん
を
は
じ
め
︑
日
ご
ろ
か
ら
十
日

町
市
の
市
政
に
ご
支
援
・
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
い
る
多
く
の
皆
さ
ん
に

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
︒
こ
れ
ま
で

の
20
年
間
を
振
り
返
る
と
と
も
に
︑

こ
れ
か
ら
の
十
日
町
市
が
目
指
す
ま

ち
づ
く
り
に
思
い
を
馳
せ
る
︑
節
目

の
式
典
と
な
り
ま
し
た
︒

■
問
合
せ
=
企
画
政
策
課
☎
 ７
５
７

―
３
１
１
２

式辞を述べる関口市長

挨拶を述べる村山議長

十日町市に伝わる祝い唄「天神ばやし」を披露した十日町市民謡協会の皆さん

新市誕生10周年を記念し、平成27年に制定された「市民憲章」。市内の一体感醸成と
よりよいまちづくりへの思いを込めて朗読した、市内の３つの高校の代表生徒の皆さん

市から感謝状を贈呈した皆さんと記念撮影（詳細は３ページ）

「道から考える中世の魚沼」と題し、川西地域出身の
愛知大学文学部教授・山田邦明さんによる記念講演

十
日
町
市
新
市
誕
生
20
周
年

特集
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式
典
で
は
︑
地
域
活
性
化
に
積
極
的
に
活
動
さ
れ
て
き
た
４
つ
の
団
体
と
１
名
に
︑
市
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま

し
た
︒
皆
さ
ん
に
こ
れ
ま
で
の
活
動
に
込
め
ら
れ
た
思
い
や
︑
こ
れ
か
ら
の
抱
負
な
ど
を
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
︒

地
域
を
照
ら
す
未
来
へ
つ
な
ぐ

マ
・
ヤ
ン
ソ
ン
さ
ん

建
築
家

里
山
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

代
表
理
事
小
山
友
誉
さ
ん

︵
上
段
右
︶

一
般
社
団
法
人

フ
ォ
ル
ト
ネ
ッ
ト

代
表
関
口
美
智
江
さ
ん︵

左
︶

Ｆ
Ｃ
越
後
妻
有

市
民
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ひ
と
サ
ポ

理
事
長
渡
貫
文
人
さ
ん

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

行政と集落を繋ぐ中間支援組織として、地域おこし協力隊の
活動をサポートし、集落機能維持や協力隊退任後の定住による地
域担い手の確保など、全国に誇れる好循環を生み出しています。

市内に引きこもり・不登校の支援が根付いていない時期から
精力的に活動を展開し、オープンスペース「ねころんだ」の開
設などの先進的な取り組みによって、支援の輪が広がりました。

平成30年に清津峡渓谷トンネルにアート作品「Tunnel of 
Light」を製作。十日町市の知名度が大きく向上し、市民の地
域の魅力再発見や清津峡周辺の地域活性化にも繋がりました。

選手がサッカーと合わせて地域農業の担い手として成長し、
高齢化地域を支える。これは全国に類を見ない先駆的な取り
組みであり、地域住民、特に高齢者の元気の源になっています。

市民活動の活性化を目的に、まちづくりイベントの
開催や市民活動団体・個人への支援を行い、中心市街
地だけでなく、市内全体の活性化に貢献しています。

協
力
隊
を
は
じ
め
、
市
外
か
ら

移
住
し
て
き
た
私
た
ち
は
、
十
日
町

市
の
皆
さ
ん
か
ら
活
動
の
場
や
貴
重

な
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
特
に
「
失
敗
を
恐
れ
ず
挑
戦
で

き
る
」と
い
う
土
壌
が
背
中
を
押
し
、

私
た
ち
は
全
力
を
尽
く
す
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
。
こ
の
経
験
、
そ
し
て

皆
さ
ん
か
ら
受
け
た
温
か
い
ご
支
援

を
胸
に
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
全
体
を

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

「
失
敗
を
恐
れ
ず
挑
戦
で
き
る
」
土
壌
が

私
た
ち
の
背
中
を
押
し
て
く
れ
る

共
に
活
動
す
る
メ
ン
バ
ー
、
そ

し
て
私
た
ち
の
活
動
に
賛
同
し
、
応

援
し
て
く
だ
さ
る
地
域
の
皆
さ
ん
の

お
か
げ
で
い
た
だ
い
た
賞
で
す
。
当

事
者
や
ご
家
族
の
皆
さ
ん
の
抱
え
る

不
安
や
悩
み
を
解
消
で
き
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

今
、一
人
で
思
い
悩
ん
で
い
る
人
は
、

私
た
ち
と
一
緒
に
で
き
る
こ
と
か
ら

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
い
つ
で
も
私

た
ち
を
頼
っ
て
く
だ
さ
い
。
こ
こ
に

は
、
あ
な
た
の
仲
間
が
い
ま
す
。

「
仲
間
が
こ
こ
に
い
る
」

悩
み
を
力
に
変
え
る
地
域
活
動
の
輪

多
く
の
人
が
こ
の
地
を
訪
れ
、

こ
の
作
品
を
通
し
て
上
信
越
の
豊
か

な
自
然
環
境
を
体
感
し
、
大
き
な
反

響
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、
十
日

町
市
が
進
め
て
こ
ら
れ
た
「
大
地
の

芸
術
祭
」
の
コ
ン
セ
プ
ト—

ア
ー
ト

と
建
築
を
通
し
て
新
し
い
人
の
流
れ

を
生
む—

が
ま
さ
に
実
現
し
て
い
る

証
な
の
で
は
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今

後
も
ま
た
別
の
形
で
、
新
潟
の
自
然

を
新
た
な
視
点
で
体
験
で
き
る
場
所

づ
く
り
に
、
ご
協
力
で
き
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
５
年
に
選
手
２
人
、
ト

レ
ー
ナ
ー
と
監
督
の
4
人
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
Ｆ
Ｃ
越
後
妻
有
も
、
地

域
の
皆
さ
ん
に
支
え
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、
設
立
10
年
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
“お
じ
い
ち
ゃ
ん
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
笑
顔
を
創
り
出
す
”

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
旗
印
を
掲
げ
る
存
在
と

し
て
、
こ
れ
か
ら
も
歩
ん
で
い
き
ま

す
。次
の
10
年
も
、こ
の
地
域
を
リ
ー

ド
し
て
い
く
存
在
と
な
れ
る
よ
う
、

精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

大
地
の
芸
術
祭
で
実
現
し
た

自
然
と
ア
ー
ト
に
よ
る
人
の
流
れ

次
の
10
年
も

地
域
を
リ
ー
ド
す
る
存
在
に

Photo Nakamura Osamu

こ
れ
か
ら
も
市
民
活
動
の
拠
点

施
設
で
あ
る
「
分
じ
ろ
う
」
と
「
十

じ
ろ
う
」
を
よ
り
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
私
た

ち
ひ
と
サ
ポ
の
活
動
に
関
わ
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
尽
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。
十
日
町
市
を
盛
り
上
げ
る

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
分
じ
ろ
う
・
十

じ
ろ
う
へ
気
軽
に
遊
び
に
来
て
く

だ
さ
い
。

市
民
活
動
の
輪
を
さ
ら
に
広
げ
て

こ
の
ま
ち
を
盛
り
上
げ
た
い
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ふりかえる20年　十日町市の歩み
平成17年４月１日の市町村合併から今日まで、私たちは雪国の厳しい自然と向

き合いながら、地域特有の文化を守り育ててきました。そして、災害などの困難
に直面するたびに、市民の強い絆と十日町市を応援してくれる人たちの力で乗り
越えてきました。十日町市の20年の歩みを写真と年表で振り返ります。

２
０
０
５
年

（
平
成
17
年
）

４
月

旧
５
市
町
村
が
合
併
し
、
新
・
十
日
町
市
が
誕
生
１

２
０
０
６
年

（
平
成
18
年
）

１
月　
平
成
18
年
豪
雪
災
害
が
発
生
２

２
０
０
７
年

（
平
成
19
年
）

７
月　
中
越
沖
地
震
が
発
生
︵
市
内
の
最
大
震
度
５
強
︶

２
０
０
８
年

（
平
成
20
年
）

６
月　
と
お
か
ま
ち
応
援
寄
附
金︵
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
︶が
始
ま
る

２
０
０
９
年

（
平
成
21
年
）

９
月　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
市
内
で
活
動
を
開
始

２
０
１
０
年

（
平
成
22
年
）

４
月　
松
之
山
温
泉
で
全
国
初
と
な
る
温
泉
発
電
の
取
り
組
み
を
開
始

２
０
１
１
年

（
平
成
23
年
）

３
月　
長
野
県
北
部
地
震
が
発
生
︵
市
内
の
最
大
震
度
６
弱
︶
３

７
月　
平
成
23
年
７
月
新
潟
・
福
島
豪
雨
災
害
が
発
生
４

２
０
１
２
年

（
平
成
24
年
）

４
月　
地
域
自
治
組
織
に
よ
る
新
し
い
自
治
の
仕
組
み
が
始
ま
る

２
０
１
３
年

（
平
成
25
年
）

４
月　

十
日
町
小
学
校
・
ふ
れ
あ
い
の
丘
特
別
支
援
学
校
・
発
達
支

援
セ
ン
タ
ー
併
設
の
﹁
夢
の
学
校
﹂
を
開
設
5

２
０
１
４
年

（
平
成
26
年
）

５
月　
市
内
全
中
学
校
区
で
小
中
一
貫
教
育
が
本
格
ス
タ
ー
ト

２
０
１
５
年

（
平
成
27
年
）

４
月　
十
日
町
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
を
施
行

６
月　
十
日
町
産
業
文
化
発
信
館
﹁
い
こ
て
﹂
が
オ
ー
プ
ン
6

２
０
１
６
年

（
平
成
28
年
）

６
月　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
﹁
分
じ
ろ
う
﹂・市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
﹁
十

じ
ろ
う
﹂
が
オ
ー
プ
ン
7

２
０
１
７
年

（
平
成
29
年
）

４
月　
小
中
一
貫
校
﹁
ま
つ
の
や
ま
学
園
﹂
が
開
園
8

11
月　
越
後
妻
有
文
化
ホ
ー
ル・十
日
町
市
中
央
公
民
館
﹁
段
十
ろ
う
﹂

が
オ
ー
プ
ン

11
月　
上
沼
道
﹁
八
箇
峠
道
路
﹂
八
箇
IC
~
野
田
IC
が
開
通

9 7 ５ ３ １

８ ６

４ ２

4市報とおかまち　令和７年12月号市報とおかまち　令和７年12月号市報とおかまち　令和７年12月号



マ・ヤンソン / MAD アーキテクツ
「Tunnel of Light」
（大地の芸術祭作品）

こ
の
20
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
強
み
が
さ
ら
に
輝
き
を

増
し
、
弱
い
部
分
は
補
い
合
い
、
自
治
体

と
し
て
の
総
合
力
が
よ
り
高
ま
っ
て
き
た

と
実
感
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
踏
ま
え

つ
つ
、
子
ど
も
た
ち
に
最
善
の
学
び
の
環

境
を
提
供
す
る
た
め
の
中
学
校
再
編
や
、

人
口
激
減
時
代
に
お
け
る
外
国
人
の
受
け

入
れ
を
含
め
た
人
材
の
育
成
・
確
保
策
な

ど
、
こ
れ
か
ら
の
10
年
間
を
見
据
え
た
戦

略
と
方
向
性
を
定
め
る
「
第
三
次
十
日
町

市
総
合
計
画
」
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
十
日
町
市
が
目
指
す
ま
ち
の
姿
を

具
体
的
に
思
い
描
き
、
雪
国
の
暮
ら
し
や

文
化
を
さ
ら
に
磨
き
上
げ
て
、
安
心
し
て

住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

20
年
の
感
謝
と
決
意
を
胸
に

　
　
　
十
日
町
市
は
挑
戦
し
続
け
る 十日町市長　関口 史

２
０
１
８
年

（
平
成
30
年
）

４
月　
清
津
峡
渓
谷
ト
ン
ネ
ル
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
9

２
０
１
９
年

（
平
成
31
年
）

（
令
和
元
年
）

８
月　
児
童
セ
ン
タ
ー
﹁
め
ご
ら
ん
ど
﹂
が
オ
ー
プ
ン
10

　
　
　
︵
２
０
２
０
年
に
し
ば
ふ
広
場
が
オ
ー
プ
ン
︶

２
０
２
０
年

（
令
和
２
年
）

４
月　
十
日
町
市
医
療
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

４
月　
県
立
十
日
町
看
護
専
門
学
校
が
開
校
11

４
月　
十
日
町
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
を
設
置

６
月　
新
・
十
日
町
市
博
物
館
︵
現
Ｔ

ト

ッ

パ

ク

Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｋ
Ｕ
︶
が
開
館
12

６
月　
﹁
究
極
の
雪
国
と
お
か
ま
ち
ー
真
説
！
豪
雪
地
も
の
が
た
り
ー
﹂

ス
ト
ー
リ
ー
が
日
本
遺
産
に
認
定

８
月　
市
内
全
域
で
防
災
行
政
無
線
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
放
送
を
開
始

２
０
２
１
年

（
令
和
３
年
）

７
月　
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
﹁
お
む
す
び
﹂
を
開
設

７
月　
越
後
妻
有
里
山
現
代
美
術
館
Ｍ

モ

ネ

ｏ
ｎ
Ｅ
Ｔ・ま
つ
だ
い﹁
農
舞
台
﹂

フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

２
０
２
２
年

（
令
和
４
年
）

３
月　
市
内
14
地
区
の
棚
田
が
農
林
水
産
省
﹁
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
﹂　

に
認
定
︵
全
国
最
多
︶

６
月　
水
道
料
金
の
増
額
改
定
を
実
施

２
０
２
３
年

（
令
和
５
年
）

２
月　
十
日
町
雪
ま
つ
り
の
メ
イ
ン
会
場
を﹁
ま
ち
な
か
ス
ノ
ー
パ
ー

　
　
　
ク
︵
西
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
︶﹂
に
変
更
し
て
開
催
13

11
月　
十
日
町
除
雪
セ
ン
タ
ー
が
竣
工
14

２
０
２
４
年

（
令
和
６
年
）

６
月　
県
立
十
日
町
病
院
と
十
日
町
市
医
療
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
が

一
体
と
な
る
﹁
医
療
・
福
祉
・
教
育
連
携
拠
点
﹂
が
完
工

７
月　
第
９
回
大
地
の
芸
術
祭
が
開
幕

２
０
２
５
年

（
令
和
７
年
）

２
月　
十
日
町
市
・
イ
タ
リ
ア
共
和
国
コ
モ
市
姉
妹
都
市
交
流
が

50
周
年
を
迎
え
る
15

３
月　
新
・
国
保
川
西
診
療
所
が
竣
工
し
診
療
を
開
始
16

４
月

新
・
十
日
町
市
が
誕
生
20
周
年
を
迎
え
る

910

11

1214

1315

16
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十
日
町
市
へ
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

｜
令
和
６
年
度
と
お
か
ま
ち
応
援
寄
附
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
実
績
報
告
｜

ふ
る
さ
と
納
税
は
︑
応
援
し
た
い
自
治
体
を
選
ん
で
寄
附

を
す
る
と
︑
税
金
の
一
部
が
控
除
さ
れ
る
制
度
で
す
︒
寄
附

の
お
礼
と
し
て
︑
自
治
体
か
ら
は
特
産
品
な
ど
の
返
礼
品
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒

十
日
町
市
は
令
和
６
年
度
も
全
国
か
ら
多
く
の
ご
寄
附
を

い
た
だ
き
ま
し
た
︒
寄
附
金
は
返
礼
品
や
送
料
代
な
ど
の
経

費
を
除
い
た
全
額
を﹁
と
お
か
ま
ち
応
援
基
金
﹂に
積
み
立
て
︑

寄
附
者
の
意
向
に
基
づ
き
各
種
事
業
に
活
用
し
て
い
ま
す
︒

問
企
画
政
策
課
移
住
定
住
推
進
係
☎
７
５
５
ー
５
１
３
７

使い道 件数
（カッコ内は割合）

金額
（カッコ内は割合）

①雪まつりや雪を楽しむイベ
ントの開催

3,889件
（8.1%）

1億995万円
（8.8%）

②大地の芸術祭の開催や作品
管理

12,564件
（26.1%）

2億6,487万9,800円
（21.2%）

③障がい者・高齢者にやさし
いまちづくり

2,914件
（6.0%）

7,121万2,200円
（5.7%）

④子育て・教育環境の整備 11,204件
（23.2%）

3億1,123万5千円
（24.9%）

⑤道路や住宅の雪対策 2,245件
（4.7%）

5,770万4千円
（4.6%）

⑥自然環境の保全・自然エネ
ルギーの活用

2,143件
（4.4%）

5,504万4千円
（4.4%）

⑦文化芸術・スポーツの振興 1,135件
（2.4%）

3,434万7千円
（2.8%）

⑧地域経済の活性化・雇用の
確保

1,123件
（2.3%）

3,100万6千円
（2.5%）

⑨市内NPOの支援 320件
（0.7%）

1,265万円
（1.0%）

⑩地域自治組織の支援 244件
（0.5%）

981万2千円
（0.8%）

⑪国際交流の促進 222件
（0.5%）

534万3千円
（0.4%）

⑫市長にお任せ 7,966件
（16.5%）

2億2,862万5,460円
（18.3%）

⑬災害等の対策 1,751件
（3.6%）

4,322万4千円
（3.5%）

⑭【代理寄附】令和６年能登半
島豪雨災害（石川県珠洲市）

486件
（1.0%）

1,388万9,954円
（1.1%）

合　計 48,206件
（100%）

12億4,892万2,414円
（100%）

令和６年度寄附総額

12億4,892万2,414円

14

12

10

8

6

4

2

0

（億円）
寄附額の推移

R1 R2 R3 R4 R5 R6

1.4 2.1 2.8
4

7.9

12.5

※1,000万円未満は四捨五入

寄附額は年々増加し、
６年間で約９倍に
なっています。

このコーナーでは、市の魅力発見や、皆さんの
生活に直結する情報などをお知らせします
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寄附金活用事業の一部を紹介します

寄附者からの
応援メッセージが届いていますG C F

実施中

新潟県指定文化財

神宮寺観音堂
茅葺屋根改修プロジェクト

　大井田地区にある天明２年（1782年）建造の「神
宮寺観音堂」は、現存する茅葺屋根の建物です。し
かし、屋根の棟

ぐし
を含む茅葺屋根の大規模な改修が必

要なため、現在ガバメントクラウドファンディング
（GCF）を実施して修繕費用を募っています。
　地域の大切な財

たから
である神宮寺観音堂を後世に残し

ていくために、温かいご支援をお願いします。

鞍掛純一＋日本大学藝術学部彫刻コース有志「木湯」（奴奈川キャンパス）

●目標金額＝700万円
●募集期間＝令和７年12月31日まで
▶申し込み・詳細

は「ふるさとチ
ョイス」から

※GCFとは自治体がふるさと納税制度を活
用して行うクラウドファンディングです。

※十日町市在住の人は返礼品を受け取るこ
とはできません。

●両親のふるさと、十日町市をこれからも応援させて
いただきます。

●妻の地元で毎年応援の気持ちを込めて、寄附してい
ます。十日町市がより輝くことを願っています。

●おととし、家族で見た黄金色に輝いていた棚田の景
色を忘れることができません。その棚田のお米をい
ただけることを楽しみにしています。

●30年前に登山目的で訪れたことがあります。ふる
さとを絵に描いたような景色が広がっていました。
また行きたいです。

●20年以上前になりま
すが、十日町高校が甲
子園出場を決めた決勝
戦のテレビ中継に関わ
っていました。ずっと
応援しています。

活用額：880万円

活用額：4,640万円 活用額：2,220万円

　市内の老朽化した消雪パイプの修繕・改修工事を行
い、冬季の安全な道路交通を確保しました。

　大地の芸術祭の常設展示作品を拠点施設・準拠点施
設に制作し、地域にさらなるにぎわいを創出しました。

　十日町産品の生産・販売に取り組む市内事業者の販
路拡大を目的に、営業代行による支援を実施し、受注
プロセスを一本化（ワンストップ化）しました。

廃校等常設作品設置事業 小規模事業者販路開拓支援事業

十日町地域消雪パイプ修繕事業
活用額：970万円

　私立保育園などが実施する、未満児保育事業や障が
い児保育事業などに対し、安全に保育できるよう職員
配置にかかる経費を支援しました。

特別保育助成事業

市報とおかまち　令和７年12月号7



Pick
Up

このコーナーでは、市の魅力発見や、皆さんの
生活に直結する情報などをお知らせします

人事行政事情の公表

市と広域事務組合職員の給与などをお知らせします

● ● ● ● ●問合せはそれぞれに記載

●職員数は特別職以外の一般職に属する数で、
派遣法に基づき他団体に派遣されている職
員や特別会計の職員を含みます。

※注記がないときの基準日は全て令和７年４月１日
　
前
号
に
引
き
続
き
、「
十
日
町
市
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
」、

お
よ
び「
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
」

に
基
づ
き
、
市
（
８
〜
９
ペ
ー
ジ
）
お
よ
び
広
域
事
務
組
合
（
10
〜
11
ペ
ー
ジ
）
職
員
の
給

与
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

令和７年度職員給与費（普通会計予算）

●給与費は６月補正予算に計上された額で、普通会計から支出する職員の給与です。
●職員手当には退職手当を含みません。

職員数
（Ａ）

給与費 １人当たり給与費
（Ｂ/Ａ）給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

426人 16億6,102万
9,000円

3億3,129万
5,000円

6億8,471万
7,000円

26億7,704万
1,000円 628万4,134円

職員の平均年齢・平均給料月額
区分など

一般行政職 技能労務職
平均年齢 平均給料月額 平均年齢 平均給料月額

十日町市 43.7歳 326,900円 53.0歳 278,200円

新潟県 44.2歳 338,401円 55.5歳 315,518円

国 41.9歳 332,237円 51.3歳 294,567円

部門別職員数
令和７年 令和６年

一般行政部門

議　　会
総務企画
税　　務
民　　生
衛　　生
労　　働
農林水産
商　　工
土　　木

4
87
24
85
41
2

32
32
54

4
86
24
86
41
2

32
37
55

特別行政部門 教　　育 65 66
普通会計部門小計 426 433

公営企業など
会計部門

病　　院
水　　道
下 水 道
そのほか

6
14
11
38

6
13
10
38

公営企業など会計部門小計 69 67
合計 495 500

部門
職員数（人）

●市の条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
●標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な

職務です。
●一般行政職には、国での給料表が異なる職員（税務職・福

祉職など）は含みません。

一般行政職の級別職員数
級 標準的な職務内容 職員数（人） 構成比（％）

７ 部長 5 1.5
６ 部長・課長・支所長・局長 13 3.8

５
課長・支所長・再任用センター
長・館長・再任用支所長・参事・
課長補佐・次長・副参事

43 12.6

４ 課長補佐・次長・副参事・係長・
主査・主査技師 106 31.2

３

係長・主査・主査技師・主任・
主任技師・再任用課長補佐・再
任用副参事・再任用副館長・再
任用係長

107 31.5

２ 主事・技師・再任用主査 31 9.1
１ 主事・技師 35 10.3

合計 340 100.0

●経験年数は、市に採用される前に民間企業などの勤務経験が
あるときは、その期間を換算し採用後の年数に加えた年数で
す。学校卒業後すぐに採用されたときは、採用後の年数です。

●経験年数区分に該当する職員がいないときは、直近の経験年
数で平均額を算出しています。

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額
区分など 経験年数10年 経験年数20年 経験年数25年 経験年数30年

一般行政職
大学卒 272,838円 351,400円 370,391円 378,000円

高校卒 248,967円 313,800円 348,200円 378,000円

技能労務職 高校卒 － （経験年数19年）
271,100円

（経験年数27年）
306,900円 318,500円

1 2

3

4

5
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十

●初任給は、それぞれの区分の学校卒業後すぐに採用されたときの月額です。

区分 十日町市 新潟県 国

一般行政職
大学卒 220,000円 225,600円

（総合職）230,000円
（一般職）当市と同じ

高校卒 188,000円 194,500円 （一般職）当市と同じ

職員の初任給

勤
務
実
績
に
応
じ
て
支
給

時間外勤務手当 時間外勤務を命じられたときに支給 当市と同じ 当市と同じ

特殊勤務
手当

著しく危険、不快、不健康または困難な勤務、そのほか著し
く特殊な勤務に従事したときに支給
・徴収手当、滞納処分手当、用地交渉手当、行旅死病人取

扱手当
・保健手当、防疫等作業手当、動物死体処理手当、雪害作

業手当
・放射線取扱作業手当

同様の手当あり 同様の手当あり

・特地診療手当、休日診療手当、介護認定審査会手当、待機手当 な　し な　し

そ
の
ほ
か

期末・勤勉
手当

支給割合
 ６月期
12月期

期末手当
1.25月分
1.25月分

勤勉手当
1.05月分
1.05月分

当市と同じ 当市と同じ

計 2.50月分 2.10月分
職制上の段階、職務の級などによる加算措置あり

寒冷地手当 世帯の状況に応じて最高月額19,800円（11月から３月まで支給）

退職手当

（支給率）
勤続20年
勤続25年
勤続35年

最高限度額

自己都合
19.6695月分
28.0395月分
39.7575月分
047.709月分

勧奨・定年
24.586875月分
033.27075月分
00047.709月分
00047.709月分

そのほかの加算措置：定年前早期退職特例措置（２％～20％加算）

職員手当
区　分 十日町市 新潟県 国

毎
月
決
ま
っ
て
支
給

扶養手当 ・配偶者…3,000円　・父母など…各6,500円
・子…各11,500円 当市と同じ

当市と同じ

住居手当 ・借家で月額16,000円を超える家賃を支払っているとき…
家賃の額に応じて最高28,000円

・借家で月額10,000
円以上の家賃のとき

　…最高27,000円

通勤手当

・交通機関（電車・バスなど）利用者…負担している運賃
の額に応じて１か月当たり最高150,000円

・交通用具（自動車など）利用者…片道の距離に応じて
最低（２㎞以上５㎞未満）2,000円、最高（60㎞以上）
31,600円

・電車・バスなど利用
者…当市と同じ

・自動車など利用者
　…最高44,100円

●問合せ：総務課人事係☎757-9787日町市

特別職の報酬など
区分 給料月額など 期末手当

給料
市　　　長
副　市　長
教　育　長

842,400円
657,000円
599,200円 （令和７年度支給割合）

3.45月分
報酬

議　　　長
副　議　長
議　　　員

392,000円
316,000円
300,000円

6

7

8
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●問合せ：総務課☎757-1556日町地域広域事務組合十
※注記がないときの基準日は全て令和７年４月１日

●消防部門の消防本部には、県消防学校などへの入校職員
を含んでいます。

令和７年 令和６年

一般行政部門 組 合 事 務 局 3 3

消防部門

消 防 本 部
消防署（本署）
南 分 署
し ぶ み 分 署

19
56
23
14

19
58
23
14

部 門 小 計 112 114

医療部門 家畜指導診療所 2 3

合計 117 120

部門
職員数（人）

部門別職員数部門別職員数

●組合の条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
●標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。
●構成比の割合は、小数点以下の端数処理の関係上、合計値と合わな

い場合があります。

区分 標準的な職務内容 職員数（人）構成比（％）

一
般
行
政
職

５級 参事 1 33.3
４級 係長 1 33.3
３級 主査 1 33.3
合計 3 100.0

消　
　
防　
　
職

７級 消防監 1 0.9
５級 消防司令長・消防司令 14 12.5
４級 消防司令・消防司令補 39 34.8
３級 消防士長 30 26.8
２級 消防副士長・消防士 20 17.9
１級 消防士 8 7.1
合計 112 100.0

医
療
職

６級 家畜指導診療所長 1 50.0
４級 副所長 1 50.0
合計 2 100.0

級別職員数1 2

●普通会計から支出する職員の給与で、職員手当には退職手当を含みません。

令和７年度職員給与費（普通会計予算）
職員数
（Ａ）

給与費 １人当たり給与費
（Ｂ/Ａ）給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

117人 ４億9,229万円 １億1,254万1,000円 ２億818万1,000円 ８億1,301万2,000円 694万8,820円

3

●消防職・医療職は、国はそれぞれ公安職（一）・医療職（二）で掲載しています。
●当組合の医療職は、給料の調整額（獣医師）を含んでいます。

区分
一般行政職 消防職 医療職

平均年齢 平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢 平均給料月額
十日町地域広域事務組合 46.6歳 355,367円 41.6歳 344,429円 59.2歳 360,750円

新　潟　県 44.2歳 338,401円

国 41.9歳 332,237円 41.7歳 339,095円 46.6歳 325,357円

職員の平均年齢・平均給料月額4

●一般行政職および医療職は、職員数が少ないため掲載していません。
●経験年数は、組合に採用される前に民間企業などの勤務経験があるときは、その期間を換算し採用後の年数に加えた年数です。

学校卒業後すぐに採用されたときは、採用後の年数です。

区分 経験年数10年 経験年数20年 経験年数25年 経験年数30年

消防職 高校卒 （勤続年数９～11年）
289,157円

（勤続年数19～21年）
333,250円

（勤続年数24～26年）
380,650円

（勤続年数29～31年）
395,380円

職員の経験年数別平均給料月額5
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●初任給は、それぞれの区分の学校卒業後すぐに採用されたときの月額です。

区　　分 十日町地域広域事務組合 新潟県 国

一般行政職 大学卒 220,000円 225,600円
　　（総合職）230,000円

（一般職）当組合と同じ
高校卒 188,000円 194,500円 （一般職）当組合と同じ

消防職 大学卒 249,000円
高校卒 211,600円

医療職 大学卒 246,800円

職員の初任給

●退職手当は新潟県市町村総合事務組合退職手当支給条例に準じています。

そ
の
ほ
か

期末・勤勉
手当

支給時期
 ６月期
12月期

期末手当
1.25月分
1.25月分

勤勉手当
1.05月分
1.05月分

当組合と同じ 当組合と同じ

計 2.50月分 2.10月分
職制上の段階、職務の級などによる加算措置あり

寒冷地手当 世帯の状況に応じて最高月額19,800円（11月から３月まで支給）

退職手当

（支給率）
勤続20年
勤続25年
勤続35年

最高限度額

自己都合
19.6695月分
28.0395月分
39.7575月分
 47.709月分

勧奨・定年
24.586875月分　
33.27075月分　

47.709月分　
47.709月分　

そのほかの加算措置：定年前早期退職特例措置（２％～20％加算）

勤
務
実
績
に
応
じ
て
支
給

夜間勤務手当 正規の勤務時間として午後10時から午前５時までの間に勤
務した職員に対し支給

当組合と同じ 当組合と同じ休日勤務手当 休日などに勤務した職員に対し支給
時間外勤務手当 時間外勤務を命じられたときに支給

特殊勤務
手当

著しく危険、不健康などの業務に従事したときに支給
・災害出動手当、夜間消防手当、緊急車運転手当
・家畜指導診療業務手当

同様の手当あり 同様の手当あり

職員手当
区　分 十日町地域広域事務組合 新　潟　県 国

毎
月
決
ま
っ
て
支
給

扶養手当 ・配偶者…3,000円　・父母など…各6,500円
・子…各11,500円 当組合と同じ

当組合と同じ

住居手当 ・借家で月額16,000円を超える家賃を支払っているとき
…家賃の額に応じて最高28,000円

・借家で月額10,000円
以上の家賃のとき

　…最高27,000円

通勤手当

・交通機関（電車・バスなど）利用者…負担している運
賃の額に応じて１か月当たり最高150,000円

・交通用具（自動車など）利用者…片道の距離に応じて
最低（２㎞以上５㎞未満）2,000円、最高（60㎞以上）
31,600円

・電車・バスなど利用者
…当組合と同じ

・自動車など利用者
　…最高44,100円

区分 報酬年額 区分 報酬年額

報
酬

管　理　者
副 管 理 者

32,000円
30,000円

消 防 団 長
副　団　長
分　団　長
副 分 団 長
部　　　長
班　　　長
団　　　員

132,000円
93,000円
66,000円
49,500円
40,500円
37,000円
36,500円

議 会 議 長
副　議　長
議　　　員

32,000円
30,000円
30,000円

特別職の報酬

6

7

8
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Pick
Up

このコーナーでは、市の魅力発見や、皆さんの
生活に直結する情報などをお知らせします

「第57回十日町市美術展」 受賞結果

今年も力作がそろいました

● ● ● ● ●問合せ：生涯学習課☎757-5011

十日町市美術展を開催しました。受賞結果をお知らせします（敬称略・順不同）。

●入賞点数：40点
●来場者数：2,409人
※日報賞：新潟日報美術振興賞

●期間：11月14日㈮～16日㈰
●会場：越後妻有文化ホール・十日町市中央公民館「段十ろう」
●応募者：167人
●応募数：226点（４部門：絵画54点、造形28点、書道40点、写真104点）

【奨励賞】草村慶子
　　　　 湯澤榮治
　　　　 西本菜那

【日報賞】根津しげ子
【佳作賞】高橋永美子、広部隆司、生越清允
　　　　 井上美代子、高橋光男

【奨励賞】滝沢妙子
　　　　 樋口啓子

【日報賞】山岸玲子
【佳作賞】常角亮介
　　　　 羽鳥陽汰
　　　　 羽鳥温翔

【奨励賞】清水　正
　　　　 相沢　勇
　　　　 湯澤一夫、辺見喜八郎、樋口正夫、佐藤吉晴

【日報賞】志田幸夫
【佳作賞】鈴木洋一、瀬沼功一、村山　誠、和田恒夫
　　　　 中川康子、星　正太郎、小林幸一、平野　悟
　　　　 風間浩一

【奨励賞】佐藤礼子
【佳作賞】小川五郎
　　　　 山内正胤
　　　　 髙橋成子

市展賞

市展賞 市展賞

市展賞
「雪の日」

「宮中行楽詞」 「春近し」

「まなざし」
関口 耕二（袋町）

金澤 絵理子（北新田1） 江部 堅市（南魚沼市）

藤田 さくら（下組）

絵 画

書 道 写 真

造 形
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今年もスキー＆スノーボードシーズン到来！十日町市内の上越国際当間スキー場、まつだ
いファミリースキー場、松之山温泉スキー場がいよいよ営業を開始します。毎年訪れている
人も、最近行けていない人も、ぜひ市内のスキー場でウィンタースポーツやスノーアクティ
ビティをお楽しみください。

上越国際当間スキー場 まつだいファミリースキー場 松之山温泉スキー場

☎758-3291 ☎597-3330 ☎596-3133

　広大なスノーリゾート上越国際。
自慢の北斜面に位置する当間ゲレン
デでは思う存分パウダースノーを楽
しめます。

　まつだい駅から約１km、国道253
号沿いでアクセス良好。初心者やファ
ミリーに最適で整備の行き届いたナ
イターゲレンデが魅力です。

　長靴でも遊べるスキー場！スキー
やスノーボード未経験者でも挑戦し
やすいスノーアクティビティが充実
しています。

■問合せ＝企画政策課協働推進係（☎757-3693）

松代 地域（松代支所）

支え合う絆の強さと豊かな自然に魅力を感じ、松代
へ移住して10年が経ちました。これからも住民の皆さ
んが住み慣れた土地で安心し、長く暮らし続けられる
仕組みづくりを地域の皆さんと共に進めていきます。

また、松代に愛着があり移住を希望する人と、新た
な仲間を迎え入れたい地域との橋渡し役としてサポー
トしています。松代全域あちこちに足を運び、一人ひ
とりとじっくり対話することを大切にしていきます！

松代で生まれ育ち、幼い頃から季節のさまざまなお
祭りやイベントに参加し、楽しんできました。現在は
地域支援員として「まつだいマルシェ・軽トラ市」や「松
代観音祭」の運営補助を中心に活動しています。運営
に関わることで、地域の皆さんとのつながりもさらに
深まりました。

これからも地域一丸で作り上げてきた特色あるお祭
りやイベントを継続していけるようサポートします。

松代地域ならではのお祭りやイ
ベントに、ぜひ足を運んでみて
ください。

　十日町市地域支援員は、住民が主体的に地域の課
題解決に取り組めるよう、課題の整理や話し合いの
促進などを行う、地域のコーディネーターです。こ
のコーナーでは、市内の地域づくりがより活発にな
ることを目指し、地域支援員の役割や各地域の取り
組みを紹介します。
※地域支援員はカッコ内の施設を拠点に活動しています

今年度試験運行した
「買い物お助けバス」髙橋真梨子 支援員 髙橋清史 支援員

まつだいマルシェ・軽トラ市
（５月～11月第２日曜日開催）

松代地域ならではのお祭りやイ
ベントに、ぜひ足を運んでみて
ください。

十日町市

スキーリゾートガイド2026

例年チラシで配布していた十日町市スキーリゾートガイド（割引券）は今シーズンから配布しません

十日町市LINEで
割引クーポンを

配布中

スキー場情報
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身近な相談相手

民
生
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員

民
生
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員
・
児
童
委
員
と
は

十日町市民生委員
児童委員協議会
会長　池田則夫さん

私
た
ち
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生
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員
は
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仕
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新しい民生委員・児童委員を紹介します

困
っ
た
と
き
は

た
め
ら
わ
ず
私
た
ち
に
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※※名簿は全て敬称略名簿は全て敬称略

民生委員 児童委員 を紹介します新しい

● 十日町地域　福祉課高齢者支援係　　　　 ☎757-9758
● 川西地域　　川西支所地域振興課市民係　 ☎768-4956
● 中里地域　　中里支所地域振興課市民係　 ☎763-2513
● 松代地域　　松代支所地域振興課市民係　　☎597-2220
● 松之山地域　松之山支所地域振興課市民係　☎596-2169

民生委員児童委員に関する問合せは民生委員児童委員協議会事務局へ

氏名 行政区 担当行政区
服 部 昌 子 本町１上 本町１上・１下・東１・西１・２、諏訪町
池 田 清 美 学校町１ 宮下町東・西、学校町１・２、神明町
金 崎 和 子 稲荷町１ 稲荷町１・２・３東
竹 村 茂 夫 本町６の３ 本町６の１～３
青 山 恵 子 袋町東 袋町東・中・西、昭和町１、高田町１、七軒町
池 田 正 信 泉町 十日町栄町、寿町４、高田町２、泉町
太 田 恵 子 千代田町 高田町３西、千代田町、住吉町（旧：島）
樋 口 芳 昭 高田町３南 高田町３、高田町３南、丸山町
関 口 栄 子 西寺町 昭和町２・３、西寺町、加賀糸屋町、関口樋口町、本町３
田 村 京 子 西浦町東 昭和町４、駅通り、西浦町東、西浦町西
長 澤 俊 英 稲荷町３北 稲荷町３北、稲荷町西、西本町１・２
俵 山 慈 郎 西本町３ 西本町３、八幡田町、下川原町
髙 橋 　 功 田中町東 水野町、若宮町、田中町東・西、川原町、本町４・５
村 山 雅 智 田中町本通り 田中町本通り、上川町
湯 澤 玉 枝 田川町３ 田川町１～３
小 海 正 秀 稲荷町３南 稲荷町３本通り、稲荷町３南、稲荷町４
庭 野 芳 市 江道 江道、猿倉、津池、菅沼、大池、十日町赤倉
大島エツ子 新座２ 新座１・２
山本喜美永 新座３ 新座３・４－１・４－２
太 田 京 子 本町７－２ 本町７－２、三和町
尾 身 智 恵 本町７－２ 本町７－１

十日町中央地区（21人）

　民生委員児童委員の改選により、市内では160人の皆さんが12月１日付で厚生労働大
臣から新たな委嘱を受けました。任期は令和10年11月末までの３年間です。それぞれに
担当する行政区があり、基本的にその区域内で活動を行います。
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氏名 行政区 担当行政区
櫻 井 三 男 南新田町３ 南新田町１～３
太 田 敏 弘 四日町新田３ 四日町新田１～４
滝 沢 綾 子 四日町３ 四日町１～４
池 田 則 夫 四日町中原 四日町中原、五軒新田、尾崎
星 名 　 究 中条旭町 太子堂、中条旭町
大 島 　 満 上原 塚田、中条八幡、上原、上原新町
宮 澤 明 美 中条上町 旭ヶ丘、中条上町
渡 邊 真 人 中町 背戸、中町、下町
佐 藤 　 実 中条峠 中条島、中条峠
蕪木千惠子 梅沢 梅沢、中条新田、北原、市之沢
池 田 　 勉 轟木 嘉勝、轟木、池谷、魚之田川、蕨平、三ツ山、上田原、焼野
橋 本 　 靖 新水 新水、宇田ケ沢、中条菅沼、山新田、東枯木又、西枯木又
湯 本 明 紀 上新田１ 上新田１～３
藤 間 春 江 下条下山 上新田４、廿日城、下条栄町
樋 熊 　 勤 原 山際、原、岩野
水 落 満 長 蟹沢 下条中央通り、桑原、蟹沢、野田
上 村 康 司 貝ノ川 下条本町、貝ノ川
滝 沢 春 雄 新光寺 新保、水口、下条下山、新光寺
渡 辺 隆 夫 仙之山 為永、山根、仙之山、塩野
田 村 一 郎 漉野 平、漉野、二子、願入

中条下条地区 （20人）

氏名 行政区 担当行政区
佐 藤 隆 一 川治上町２ 川治上町１・２、川治中町
玉 村 　 稔 川治下町３ 川治下町１～３
斎 木 重 緒 妻有町西１・２ 妻有町東１、妻有町西１・２、河内町
松 沢 要 一 川治内後１ 川治内後１・２、谷内丑１・２
高 野 芳 子 北新田１ 北新田１～３
庭 野 正 弘 城之古３ 城之古１～３、城之古東町、塚原町
尾 身 傳 吉 山本町３ 山本町１～５
数 藤 文 雄 寿町２・３ 千歳町１、千歳町２・３、寿町１、寿町２・３
佐 野 芳 隆 美雪町１・２ 錦町１・２、美雪町１・２、美雪町３、桜木町
村 山 敏 春 高山４ 高山２～４
齋 木 文 夫 春日町２ 春日町１～３
髙 橋 康 子 高田町４ 高田町４～６
服 部 建 身 笹之沢 関根１・２、浅之平、笹之沢
渡 部 和 彦 池之平 落之水、池之平、孕石、椌木、長里
栁 　 邦 治 中村 中村、六箇山谷、麻畑
徳 永 恵 子 船坂 田麦、二ツ屋、船坂、塩ノ又

川治六箇地区 （16人）

氏名 行政区 担当行政区
春 日 光 晴 稲葉 稲葉
進 藤 昭 人 吉田山谷 吉田山谷
小澤百合子 小泉２ 小泉１～３
小 海 育 夫 名ヶ山 樽沢、名ヶ山
太 田 徹 夫 北鐙坂２ 北鐙坂１～３
酒 井 政 美 南鐙坂 南鐙坂
佐 野 賢 一 高島２ 高島１・２
尾 身 哲 男 中平 鉢１・２、中手、中平

吉田地区 （８人）
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氏名 行政区 担当
関 口 　 薫 川原町 十日町中央保 坂 洋 一 新座４－２
須 藤 高 志 中条島 中条下条南 雲 淳 美 為永
高 橋 克 哉 錦町1丁目 川治六箇
栁 　 雅 之 吉田山谷 吉田
上 村 尚 樹 土市１ 水沢

氏名 行政区 担当
清 水 明 美 上野 川西小野塚靖子 四郎兼
富 井 正 子 如来寺 中里樋 口 孝 義 荒屋
佐 藤 勝 吉 室野 松代
草 村 慶 子 湯山 松之山

水沢地区 （14人）

氏名 行政区 担当行政区
津 畑 　 進 水沢２ 水沢１～３、珠川
富 井 幸 男 馬場３ 馬場１～４
嶋 倉 厚 好 太田島１ 太田島１～３
金 澤 和 夫 土市１ 土市１・４
山 﨑 　 泉 土市２ 土市２
桑 原 文 夫 土市３ 土市３・５
村 山 峰 子 新宮２ 新宮１・２、幸町
樋 口 晴 喜 伊達３ 伊達１～４
葉 葺 栄 一 大黒沢２ 大黒沢１～３（東）、大黒沢東
葉 葺 惠 子 大黒沢２ 大黒沢１～３（西）、小黒沢
南 雲 和 幸 安養寺 姿１・２、安養寺
福 井 秀 子 中在家 水沢市ノ沢、中在家、大石、当間
山 本 浩 一 漆島 漆島、池沢、野中、鍬柄沢
植 木 勝 美 細尾 天池、細尾、池ノ尻、南雲

主任児童委員 （13人）

川西地区 （23人）

氏名 行政区 担当行政区
丸 山 直 之 発電所通り西 中島町、山野田、発電所通り西
清 水 明 子 南台 発電所通り東、南台
保坂ナツ子 千手栄町 千手栄町、朝日町
南 雲 　 守 田中町 四郎兼、東善寺、千手上町、田中町
井 上 吉 一 神社町 中央町、神社町、学校町
小 林 　 正 中屋敷 中屋敷、寺尾、木島、美咲町
相 﨑 　 守 沖立 沖立
髙 橋 　 満 伊友 伊友、高原田
髙 橋 一 能 坪山 坪山、霜条、鶴吉
金 子 　 守 上野 上野１・２、みのり団地
上 村 藤 雄 上野 上野３、下平新田
押 木 髙 志 元町 元町
大嶋喜代子 新町新田 新町新田
髙 橋 栄 一 三領 三領、小根岸
相 馬 俊 司 木落 木落、寺ケ崎
山口ひとみ 仁田 塩辛、仁田
滋 野 貴 章 野口 野口、四十歩
田 中 正 春 下原 原田、根深、下原
小 林 　 勇 中仙田 中仙田、田戸
茂 野 敏 行 室島 室島、小脇、高倉
登 坂 　 貢 赤谷 赤谷
小 川 広 子 岩瀬 岩瀬
中 村 　 強 大白倉 大白倉、小白倉
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中里地域 （17人）

松代地域 （14人）

氏名 行政区 担当行政区
佐藤美佐子 松代 松代（上町・仲町の一部）
樋 口 広 栄 松代 松代（仲町の一部・下町）
髙橋美智子 小荒戸 小荒戸、太平、菅刈、松代田沢
山 賀 と し 池之畑 小屋丸、池之畑、松代下山、海老、松代東山
池 田 千 文 青葉 千年、青葉、池尻

羽 正 夫 会沢 会沢、清水、桐山
齊 木 春 子 蓬平 蓬平
柳 　 一 美 犬伏 犬伏、孟地
柳 　 利 江 片桐山 苧島、中子、片桐山、滝沢
池 田 正 明 莇平 田野倉、仙納、莇平
山 岸 雅 規 蒲生 名平、蒲生
小 堺 秀 夫 儀明 儀明、寺田
齋 木 成 一 室野 福島、奈良立、室野
小野塚恵理子 竹所 星峠、竹所、木和田原

松之山地域 （14人）

氏名 行政区 担当行政区
瀧 澤 淳 子 松之山 松之山
相 澤 秋 男 小谷 新山、水梨、小谷、大荒戸
𠮷川惠知郎 下川手 光間、下川手、上川手
樋 口 　 博 湯山 兎口、湯山、黒倉
髙 橋 　 仁 湯本 湯本
佐 藤 和 子 天水越 天水越
島田美智子 天水島 天水島
髙 橋 保 子 藤倉 藤倉、中尾
小野塚良子 東川 東川、上鰕池、下鰕池
村山貴恵子 坪野 五十子平、坪野、松之山赤倉、松之山東山
飯 塚 一 枝 湯之島 新田、上之山、湯之島
木 孝恵子 中立山 中立山、田麦立、坂中
妻 島 啓 子 北浦田 月池、豊田、北浦田
佐 藤 　 仁 曽根 曽根、藤原、西之前

氏名 行政区 担当行政区
吉 樂 正 巳 田沢本村 芋沢、田沢本村
富 井 康 雄 如来寺 東田沢、如来寺、豊里
井 口 久 雄 上山 上山
山 本 重 樹 桂 桂、田中
藤 田 真 実 小原 小原、干溝
服 部 健 治 荒屋 荒屋
廣 田 有 海 山崎 山崎
上 原 和 人 通り山 桔梗原、通り山、芋川新田
樋 口 　 進 朴木沢 高道山、朴木沢、宮沢、市之越、鷹羽
樋 口 睦 子 白羽毛 白羽毛、程島、東田尻、西方、西田尻
山 本 勝 久 小出 角間、葎沢、土倉、倉下、小出
髙 野 文 夫 倉俣 芋川、倉俣、原町、新里
山 田 隆 夫 中里下山 重地、中里下山
山 田 正 進 清田山 清田山、田代
樋 口 道 夫 宮中 宮中
山岸百合子 堀之内 堀之内
鷹 巢 大 城 本屋敷 新屋敷、本屋敷
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Vol.

5757
■問合せ＝十日町市観光協会☎757-3345

雪国の仲間とつくるフリーペーパー「雪と旅」～観光協会の取組紹介～

十日町市観光協会では、「雪国観光圏」という広域観光
圏の一部としてもさまざまな活動をしています。その中で
年２回発行しているのが、雪国の魅力をぎゅっと詰め込ん
だフリーペーパー「雪と旅」です。

各エリアの観光協会スタッフが持ち寄ったアイデアや、
日頃の業務を通じて感じることから内容を膨らませて、形
にしていきます。読みものとして長く見てもらえる誌面づ
くりを心がけていて、若手スタッフのスキルアップや情報
交換の場にもなっています。

雪国の暮らしや季節の楽しみ方、人とのつながりなど、
地元だからこそ語れる目線が満載です。市内各所に設置さ
れていますので、ぜひ見つけたら手に取ってみてください。

春夏号はトラベラーズノート風のデザインに。
毎号こだわりの内容は必見です！

手話との出会い…

　多くのろう者は耳が聞こえる親から生まれま
す。そのため、親から手話を学ぶことはまれです。
ろう学校などで初めて手話に出会い、ろう学校
時代に手話を身につけることがほとんどです。

ワンポイント

■問合せ＝福祉課障がい福祉係☎757-3782

今回は冬に関する手話表現を紹介します。

心 つなぐを 手話 Vol.27

みんなの

両手２指の輪をひらひら
させながら上から下へ下
ろす

正月・元旦

両手人差指を左右から引
き寄せて上下に置く

両腕と身体を縮こませ、
両手拳を上に向けて左右
に震わせる

風邪冬・寒い 雪

右手拳を口にあて、咳の
しぐさをする

雪国という文化的背景を共にする新潟県魚沼市、南魚沼市、湯沢町、十日町市、津南
町、群馬県みなかみ町、長野県栄村の３県７市町村が連携した広域観光圏です。公式サ
イトではバックナンバーを閲覧できます。

雪国観光圏とは
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十日町市は、農林水産省の「つなぐ棚田遺産」に全国最多となる14地
区の棚田が認定され、美しい棚田の景観が守られるとともに、農村と都
市をつなぐ交流の場にもなっています。こうした棚田への関心が高まる
中、県は今年度から「『棚田県』新潟 日本一の魅力満喫事業」を開始し、
棚田振興をさらに推進しています。

その一環として県主催の「にいがた棚田みらい創造会議」が千手中央コミュニティセンターで開催され、企業・
団体・行政など多様な主体が参画する「にいがた棚田フォーラム」の立ち上げが
宣言されました。会場では株式会社ヤマタネ（東京都）とFC越後妻有が地域農
業への取り組みを紹介し、棚田が持つ価値や地域活性化の可能性が示されたほか、
棚田と深い関わりを持つ方々によるパネルディスカッションでは、米づくりや販
売、地域内外の人とのつながり、棚田を通じた交流のあり方などについて活発な
意見交換が行われました。

また、「棚田県にいがたフォトコンテスト」応募作品の展示・表彰や伝統芸能
の披露もあり、来場者が棚田の魅力と文化に触れる一日となりました。

棚田の価値再発見と交流を通じた地域の未来創造
11月22日㈯：千手中央コミュニティセンター

水沢小学校児童が伝統芸能
「石場かち」を披露

「火の用心！」デザインで火災予防をPR
11月４日㈫：十日町地域消防本部

県消防協会十日町地区支会主催の「防火ＰＲデザインコンテス
ト」が開催されました。このコンテストは、火災予防に関する写
真やイラストを募集し、視覚的に防火意識を高めることを目的に
行われています。これまでは十日町市・津南町の小学４年生を対
象に防火標語を募集していましたが、今年度から年齢の制限をな
くし、より幅広い層からの作品を募集しました。

多数の応募の中から、最優秀賞は根津晟之進さん、優秀賞には
羽鳥結葉さんの作品が選ばれ、この日表彰式が行われました。根津さんは「コンセントのほこりが原因で出火す
るニュースを見て、自分も注意しなければならないと思い描きました。最優秀賞に選ばれてうれしいです」と話
しました。両作品は防火短冊やポスターに採用され、十日町市・津南町での防火啓発に役立てられます。

受賞作品とともに
（左から根津さん、羽鳥さん）

Jissen まつむすめフェス in まつのやま
11月１日㈯：松之山地域

このイベントは実践女子大学と十日町市が連携して取
り組んでいる総務省の「ふるさとミライカレッジ実証事
業」の一環で、須賀由紀子教授の研究グループが松之山
の空き店舗を活用した新たなにぎわいづくりを目指して
企画しました。学生たちは地域住民から聞き取った松之
山ならではのエピソードを盛り込んだすごろくや、オリ

ジ ナ ル のPRキ ャ
ラクター「まつむ
すめ」などを通じ
て地域の魅力を発
信し、来場者を楽
しませました。

匂いと格闘！？日ごろの腕前を披露

秋から冬にかけて
活動が活発になるカ
メムシ。その状況を
逆手に取ったイベン
ト「カメムシ取り大
会」が開催され、参
加した地元住民はカメムシが発する独特な匂いと
格闘しながら、捕獲量を競い合いました。

企画した飛渡地区で活動する地域おこし協力隊
の松井奈々さんは「ただ駆除に悩まされるだけで
なく、カメムシを別の視点から知る機会にもなれ
ばと思い開催しました。皆さんが楽しんでくれて
よかったです」と笑顔で話しました。

11月２日㈰：飛渡公民館
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叙勲おめでとうございます
旭日単光章（中小企業振興功労）

昭和63年に株式会社きものブレインを設立後、消費者に楽しくきものを着てもらう
こと、新しいきものファンを創造することを目的に商品開発を進め、高度で幅広い技術
を導入することで事業を拡大し、きものの発展に寄与されました。
「社員が頑張ってくれたおかげでここまで会社を大きくできました。社員一人ひとり

に感謝しています。『成長以外我々の生きる道はない』をモットーに、私自身仕事が趣
味でまだまだ成長できると思っています。残りの人生を会社、そして次代を担う後進た
ちの成長にかけたいです」

岡元 松男さん
（76歳・学校町１）

瑞宝双光章（教育功労）

「教員としての仕事が認められてうれしいです。これからは家族、そして地域や子ど
もたちのために微力ながら努めていきます」と受章の喜びを話す村山さん。千葉県で中
学校教諭として赴任した後に地元へUターンし、小学校教諭として38年にわたり教育現
場に携わりました。退職後は「森の学校」キョロロの館長を11年務め、現在は松之山
野鳥愛護会会長として大好きな松之山の自然を楽しんでいます。「この地域で生まれた
子どもたちが、ここでの暮らしを心ゆくまで味合わうこと。それがふるさと回帰につな
がると思っていますので、これからも微力ながら取り組んでいきたいです」

村山 曉さん
（76歳・松之山坂下）

表彰おめでとうございます

温泉熱やもみ殻を活用したビニールハウスでのいちご栽培に取り組
んでいます。このたび、令和７年度新潟県施設園芸立毛品評会にて、
同社が栽培するいちご「越後姫」の生育環境や果実品質などが高く評

価され、最高賞となる農林水産大臣賞を受賞しま
した。長年いちごの栽培に関わる田中稔さんは「雪
国の厳しい環境の中で育てた我々のいちごを評価
していただき、とても光栄です。そして、この受
賞は日ごろから応援してくれているお客さまのおかげです。さらに技術を磨き、１人でも多
くのお客さまに喜んでもらいたいです」と感謝の気持ちと今後の抱負を話しました。

農林水産大臣賞
株式会社 千手

左から賞状とトロフィーを手にする田中さん、
村山正さん

令和７年度「新潟県発明工夫展・模型展」（（一社）新潟県発明協会主催）で、西小学
校が発明工夫部門と模型部門の両部門で学校賞・県知事賞を受賞しました。
なお、個人の発明工夫部門では、西小学校６年生の三輪心春さんが「二刀流 水滴取

りスクレーパー」を考案し、県教育長賞を受賞しました。「家のお風呂の困りごとから
思いつきました。受賞できてうれしいです」と笑顔で話しました。

みんなのひらめきが輝いた！ 西小学校がダブル受賞の快挙
学校賞・県知事賞

県教育長賞を受賞した
三輪さん
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服部石材店
十日町市荒屋ホ117（工場）
☎763-2464
従業員数：３人
事業概要：墓石の製造・販売・設
計・施工・移転・処分（墓じまい）、
各種石材の切削・研磨・販売
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客
さ
ま

の
想
い
や
こ
だ
わ
り
を
丁
寧
に
形
に
す
る
姿
勢
は
、

多
く
の
信
頼
を
集
め
て
い
ま
す
。
設
計
か
ら
加
工
、

施
工
ま
で
全
て
自
社
で
手
が
け
る
た
め
、
柔
軟
か
つ

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
対
応
が
強
み
で
、
墓
石
や
記
念
碑

は
も
ち
ろ
ん
、
石
に
関
す
る
こ
と
な
ら
ど
ん
な
こ
と

で
も
相
談
で
き
、
思
い
描
く
イ
メ
ー
ジ
を
形
に
で
き

る
安
心
感
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

地
域
に
根
ざ
し
、
長
く
愛
さ
れ
る
石
材
店
と
し

て
、
一
つ
ひ
と
つ
の
石
に
想
い
を
込
め
て
丁
寧
に
向

き
合
っ
て
い
ま
す
。

問 産業政策課経営支援係☎757-3139

十日町の
仕事百景

キラリ輝く企業・ワーカーを紹介

中里出身。進学で十日町市を離れたが、大
学卒業と同時にUターン。祖父の代から続
く実家の石屋を継いだ三代目。昔は動画編
集や津軽三味線の演奏が趣味だったが、今
は家族揃ってお出かけをすることが大好
き。「地域で一番親しみやすい石屋」にな
るのが目標。

服部拓磨さん

「ここにしかない」魅力

つながりが力になるまちで感じた

　継ぐ人がいなければこの石屋は途絶える。そんな思いがずっと心
のどこかにありました。その思いを抱える中、帰省したときにイン
ターンのように２週間手伝ったことで、継ぐ決意が固まりました。

Q. 家業を継いだきっかけは？

　人と人とのつながりが強く、どこへ行っても「久しぶり」と声をか
けてくれる顔見知りがいる、そんな居心地の良さがあります。人によっ
ては窮屈に感じることもあるかもしれませんが、自分にとってはとて
も心地よく、それこそがこのまちの大きな魅力だと思います。

Q. 十日町市へ戻ってきて良かったことは？

　「できれば十日町に戻ってきてほしい」という思いはありますが、
卒業してすぐ戻る必要はないと思っています。外の世界で多くの経
験を積み、人とのご縁を広げ、さまざまなことを吸収してから戻る
方が、視野も広がり自分の強みも明確になります。挑戦を応援して
くれる前向きな土壌がある十日町なら、外で培った経験を存分に生
かして活躍できるはずです。

Q. Uターンを考える学生に向けて
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連載コーナー

広告掲載

※市では広告を募集しています。詳しくは広報広聴係まで

サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
カ
ル
テ
ッ
ト

サ
ク
ゼ
ラ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

日
12
月
28
日
㈰
午
後
２
時
開
演
（
開

場
は
午
後
１
時
15
分
）

￥
全
席
自
由
：
千
円

定
７
０
０
人

内
十
日
町
市
出
身
の
小
林
奏
太
が
所

属
す
る
「
サ
ク
ゼ
ラ
ス
」
の
サ
ク

ソ
フ
ォ
ー
ン
演
奏
と
、
ゲ
ス
ト
の

十
日
町
ジ
ュ
ニ
ア
ウ
イ
ン
ド
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
と
ド
ラ
マ
ー
藤
原
颯
大

の
演
奏
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
・
会
越
後
妻
有
文

化
ホ
ー
ル
「
段
十
ろ
う
」

問
十
日
町
市
民
音
楽
協
会
・
高
橋（
☎

０
９
０
―
１
５
３
３
―
７
５
６

５
）森

の
学
校
「
キ
ョ
ロ
ロ
」

か
ら
の
お
知
ら
せ

【
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
レ
ン
タ
ル
】

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
装
着
し
て
、冬
の

美
人
林
散
策
や
雪
上
で
の
自
然
散
策

を
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。ス
ト
ッ

ク
や
長
靴
の
貸
し
出
し
も
あ
り
ま
す
。

￥
４
０
０
円
※
入
館
者
が
対
象

●
利
用
時
間
＝
開
館
時
間
内

●
利
用
エ
リ
ア
＝
美
人
林
を
含
む
キ

ョ
ロ
ロ
周
辺

他
１
月
２
日
㈮
～
５
日
㈪
の
期
間
、

キ
ョ
ロ
ロ
のSN

S

（Facebook

、

Ｘ
、Instagram

）
を
フ
ォ
ロ
ー

し
て
い
る
人
は
、
レ
ン
タ
ル
料
金

が
無
料
に
な
り
ま
す
。

【
大
人
向
け
講
座
冬
の
キ
ョ
ロ
ロ
大

学
「
雪
虫
を
学
ぼ
う
！
」】

日
12
月
21
日
㈰
午
前
10
時
30
分
～
午

後
３
時

対
高
校
生
以
上

￥
千
円
（
別
途
入
館
料
必
要
）

※
学
校
教
員
は
体
験
料
無
料

定
10
人

内
雪
の
上
に
現
れ
る
生
き
物「
雪
虫
」

の
採
集
方
法
、
調
べ
方
、
標
本
の

作
り
方
を
学
び
ま
す
。

講
キ
ョ
ロ
ロ
研
究
員

︿
共
通
﹀

会
・
申
・
問
「
森
の
学
校
」
キ
ョ
ロ

ロ
（
☎
５
９
５
―
８
３
１
１
）

あ
て
ま
森
と
水
辺
の
教
室
ポ
ポ
ラ

ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ア

日
１
月
４
日
㈰
ま
で

休
12
月
16
日
㈫
午
後

会
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
森
の
ホ
ー
ル

内
木
の
ス
マ
ホ
づ
く
り
や
フ
ラ
ワ
ー

ド
ー
ム
、
オ
ル
ゴ
ー
ル
づ
く
り
、

こ
ね
こ
ね
ス
ノ
ー
ド
ー
ム
、
ア
ロ

マ
ワ
ッ
ク
ス
バ
ー

他
工
作
参
加
者
に
特
製
ト
ー
ト
バ
ッ

グ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

問
あ
て
ま
森
と
水
辺
の
教
室
ポ
ポ
ラ

（
☎
７
５
８
―
４
８
１
１
）

催
し
・
講
座

第
１
０
５
回
名
作
読
書
講
座

日
12
月
14
日
㈰
午
後
２
時
～
３
時
15
分

対
中
学
生
以
上

定
25
人

内
木
下
順
二
の
「
夕
鶴
」
を
読
む

講
庭
野
三
省
さ
ん

会
・
申
・
問
情
報
館
（
☎
７
５
０
―

５
１
０
０
）

明
石
学
級
写
真
コ
ー
ス

12
月
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

日
12
月
17
日
㈬
正
午
～
24
日
㈬
午
後
１
時

会
情
報
館
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー

内
受
講
者
16
人
の
成
果
作
品
約
40
点

を
展
示
し
ま
す
。

講
村
山
博
さ
ん

問
明
石
学
級
写
真
コ
ー
ス・
樋
口（
☎

０
９
０
―
８
２
５
９
―
１
４
５
７
）
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お知らせ・ガイド お知らせ
ガイド

本紙に掲載しているイベント・催し・
相談などでも、中止・延期となること
があります。最新情報は、それぞれ問
い合わせ先へ確認してください。

※１月以降の日付は、特に記載が
ないときは全て令和８年です
（文中省略）

催
し・講
座

募
　
集

福
祉・健
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育
て

ス
ポ
ー
ツ
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ら
し・相
談



※市では広告を募集しています。詳しくは広報広聴係まで

広告掲載

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

ド
ー
ム
中
里
き
☆
ら
○
ら

　

１
月
の
番
組
情
報
で
す
。

●
投
影
日
＝
第
１
・
第
２
日
曜
日
午

前
11
時
～
（
約
35
分
）

会
ユ
ー
モ
ー
ル
２
階
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
室

￥
高
校
以
上
２
０
０
円
、
中
学
生
以

下
１
０
０
円（
小
学
生
未
満
無
料
）

定
34
人

内
１
月
の
星
空
散
歩
・
み
ん
な
と
も

だ
ち
〜
宇
宙
探
検
〜

問
中
里
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

（
☎
７
６
３
―
２
５
２
６
※
平
日

午
前
の
み
）、
ユ
ー
モ
ー
ル
事
務

局
（
☎
７
６
３
―
２
４
１
４
）

募
　
集

男
の
料
理
教
室 

参
加
者
募
集

日
①
１
月
20
日
㈫
、
②
２
月
３
日
㈫

　

③
２
月
17
日
㈫
、
④
３
月
３
日
㈫

午
後
７
時
～
９
時

対
成
人
男
性

￥
２
千
円
※
材
料
費
別
途
必
要

定
12
人
（
最
小
催
行
５
人
）

内
ご
は
ん
の
お
か
ず
や
お
菓
子
作
り

な
ど

持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

講
蕪
木
康
子
さ
ん

節
季
市

日
１
月
11
日
㈰
・
18
日
㈰
午
前
10
時

～
午
後
２
時

会
越
後
妻
有
交
流
館
キ
ナ
ー
レ
敷
地
内

他
駐
車
場
に
限
り
が
あ
る
の
で
、
来

場
の
と
き
は
公
共
交
通
機
関
な
ど

の
利
用
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
詳

細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

ま
す
。

問
文
化
観
光
課
観
光
企
画
係
（
☎
７

５
７
―
３
１
０
０
）

三
遊
亭
白
鳥
・
三
遊
亭
彩
大

新
春
寄
席

【
第
31
回
上
野
寄
席
楽
集
】

日
１
月
24
日
㈯
午
後
2
時
開
演

　
（
開
場
は
午
後
１
時
30
分
）

会
上
野
集
会
所

￥
前
売
り
１
５
０
０
円
・
当
日
１
８

０
０
円

●
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い
・
問
食
料
品

と
惣
菜
の
店 

だ
い
も
（
☎
７
６

８
―
３
６
３
０
）

【
初
笑
い
下
条
寄
席
】

日
１
月
25
日
㈰
午
後
１
時
30
分
開
演

　
（
開
場
は
午
後
１
時
）

会
利
雪
新
雪
総
合
セ
ン
タ
ー

￥
前
売
り
１
５
０
０
円
・
当
日
１
８

０
０
円

●
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い・
問
下
条
地
区

振
興
会（
☎
７
５
５
―
２
０
０
４
）

〆
12
月
26
日
㈮

会
・
申
・
問
申
込
書
（
各
公
民
館
に

設
置
）
に
参
加
費
を
添
え
て
、
越

後
妻
有
文
化
ホ
ー
ル「
段
十
ろ
う
」

（
☎
７
５
７
―
５
０
１
１
）
へ

介
護
保
険
運
営
協
議
会
委
員
募
集

介
護
保
険
運
営
協
議
会
は
、
介
護

保
険
の
事
業
運
営
や
介
護
基
盤
整
備

な
ど
を
審
議
す
る
機
関
で
す
。

●
募
集
人
数
＝
３
人

●
応
募
資
格
＝
市
内
に
住
所
が
あ
る

満
40
歳
以
上
（
介
護
保
険
被
保
険

者
）
の
人
で
、
介
護
保
険
に
関
心
が

あ
り
、
１
年
間
に
４
回
程
度
開
催

さ
れ
る
協
議
会
に
出
席
で
き
る
人

●
委
嘱
期
間
＝
令
和
８
年
４
月
１
日

か
ら
３
年
間

●
選
考
方
法
＝
書
類
審
査
（
結
果
は

全
員
に
通
知
）

〆
１
月
30
日
㈮

●
応
募
・
問
＝
所
定
の
応
募
用
紙（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
福
祉
課
・
各
支

所
地
域
振
興
課
に
配
置
）
と
「
介

護
保
険
ま
た
は
介
護
に
つ
い
て
日

ご
ろ
考
え
て
い
る
こ
と
」
を
４
０

０
字
程
度
に
ま
と
め
た
作
文
を
持

参
・
郵
送
・
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず

れ
か
で
、
〒
９
４
８
―
８
５
０

１ 

十
日
町
市
千
歳
町
３
丁
目
３

番
地 

福
祉
課
介
護
保
険
係
（
☎

７
５
７
―
３
７
５
７
・
メ
ー
ル
：

t-fukushi@
city.tokam

achi.
lg.jp

）
へ

十
日
町
雪
ま
つ
り
協
賛

市
書
道
協
会
主
催

市
民
小
品
展
作
品
募
集

対
市
内
児
童
・
生
徒
、
書
道
愛
好
家

￥
出
品
料
：
１
点
２
千
円
、
高
校
生

１
点
５
０
０
円
（
中
学
生
以
下
無

料
）

内
半
切
の
２
分
の
１
以
内
・
縦
横
自

由
・
展
示
用
の
表
装
が
必
要
（
相

談
可
）

他
小
品
展
は
２
月
19
日
㈭
～
22
日
㈰

午
後
３
時
ま
で

●
申
込
締
切
＝
１
月
31
日
㈯

●
作
品
締
切
＝
２
月
18
日
㈬

申
・
問
市
書
道
協
会
事
務
局
・
徳

井
（
☎
０
９
０
―
１
６
６
６
―
１

８
９
７
・
メ
ー
ル
：m

asasi-t@
outlook.jp

）

第
36
回
越
後
ま
つ
だ
い
冬
の
陣

の
っ
と
れ
！
松
代
城

出
場
戦
士
募
集

新
市
誕
生
20
周
年
記
念
と
し
て
参

加
賞
は
新
米
２
合
と
記
念
タ
オ
ル
、

芝
峠
温
泉
入
浴
券
、
抽
選
で
世
界
文

化
遺
産
佐
渡
ヶ
島
宿
泊
券
ほ
か
豪
華

景
品
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

日
３
月
８
日
㈰
午
前
11
時
ス
タ
ー
ト

会
松
代
総
合
体
育
館
グ
ラ
ウ
ン
ド
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法
改
正
な
ど
に
よ
り
変
更
す
る
こ

と
あ
り

申
・
問
担
当
者
に
電
話
連
絡
の
上
、

履
歴
書
（
３
か
月
以
内
に
撮
影
し

た
正
面
向
き
写
真
を
貼
付
）
を
持

参
ま
た
は
郵
送
で
、
〒
９
４
８
―

８
５
０
２
十
日
町
市
本
町
１
丁

目
上
１
番
地
18 

十
日
町
税
務
署

総
務
課
・
高
橋
（
☎
７
５
２
―

３
１
８
１
）
へ

福
祉
・
健
康

１
月
の
全
血
献
血

１
月
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
健
康
づ
く
り
推
進
課
母
子
保
健
係

（
☎
７
５
７
―
９
７
５
９
）

女
性
特
有
の
が
ん
患
者
会

エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
マ
イ
ル

日
奇
数
月
の
第
２
土
曜
日
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分
（
受
付
は
午
後

２
時
30
分
ま
で
）

会
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー「
分
じ
ろ
う
」

対
女
性
特
有
の
が
ん（
乳
が
ん
、子
宮

頸
が
ん
、子
宮
体
が
ん
、卵
巣
が
ん
）

を
治
療
中
ま
た
は
経
験
し
た
人

内
が
ん
の
体
験
や
悩
み
に
つ
い
て
語

り
合
い
、
交
流
（
リ
ン
パ
マ
ッ
サ

ー
ジ
に
関
す
る
情
報
提
供
も
あ
り
）

問
は
せ
（
☎
０
９
０
―
２
９
８
８
―

●
松
代
総
合
体
育
館
＝
毎
週
㈪

●
ひ
だ
ま
り
プ
ー
ル
＝
毎
週
㈫

●
キ
ョ
ロ
ロ
＝
毎
週
㈫
・
㈬

●
分
じ
ろ
う
＝
毎
週
㈫

原
水
爆
禁
止
十
日
町
市
協
議
会

あ
ゆ
み
展

日
12
月
23
日
㈫
ま
で
の
午
前
９
時
～

午
後
７
時

会
情
報
館　

喫
茶
コ
ー
ナ
ー

内
戦
後
・
被
爆
80
周
年
の
節
目
に
合

わ
せ
て
、
平
和
の
尊
さ
を
伝
え
る

パ
ネ
ル
展
で
す
。

問
生
涯
学
習
課
（
☎
７
５
７
―
５
０

１
１
）

す
る
と
き
は
、
各
地
区
公
民
館
へ

く
ら
し
・
相
談

12
月
の
納
税
・
納
付

12
月
は
市
民
税
・
県
民
税
第
４
期
、

国
民
健
康
保
険
税
第
６
期
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
お
よ
び
介
護
保
険

料
第
９
期
の
納
付
月
で
す
。期
限（
１

月
５
日
）
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

問
税
務
課
（
☎
７
５
７
―
３
７
１

６
）・
市
民
生
活
課
（
☎
７
５
７

―
３
７
３
５
）・
福
祉
課
（
☎
７

５
７
―
３
７
５
７
）

１
月
の
休
館
日

※
年
末
年
始
の
休
館
は
26
〜
27
ペ
ー

ジ
参
照

●
段
十
ろ
う
＝
第
２・
４
㈪

●
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
＝
毎
週
㈫
・
12
日
㈪
㈷

●
情
報
館
＝
第
２
・
４
㈪

●
博
物
館
＝
毎
週
㈪
・
㈫
※
12
日
は

開
館

●
ま
つ
だ
い
雪
国
農
耕
文
化
村
セ
ン

タ
ー
「
農
舞
台
」・
ま
つ
だ
い
郷

土
資
料
館
＝
毎
週
㈫
・
㈬

●
市
総
合
体
育
館
＝
20
日
㈫

●
川
西
総
合
体
育
館
＝
28
日
㈬

●
な
か
さ
と
ア
リ
ー
ナ
（
中
里
体
育

館
）
＝
13
日
㈫

２
１
３
３
）、
い
け
（
☎
０
９
０

―
７
４
０
５
―
２
４
７
１
）

子
育
て

１
月
９
日
㈮
は
児
童
扶
養

手
当
定
期
支
払
日

11
・
12
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
を

支
給
し
ま
す
。
手
当
額
は
手
当
証
書

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
12
月
に
認

定
を
受
け
た
人
は
、
３
月
に
１
・
２

月
分
の
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

問
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

（
☎
７
５
７
―
３
７
１
９
）

ス
ポ
ー
ツ

令
和
8
年
度
学
校
体
育
施
設
開
放

市
内
小
・
中
学
校
（
指
定
校
）
の

体
育
館
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
を
、
市

民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
た
め
に
開
放

し
ま
す
（
主
に
夜
間
）。
指
定
校
ご

と
に
利
用
調
整
を
行
い
ま
す
の
で
、

利
用
を
希
望
す
る
と
き
は
利
用
団
体

登
録
手
続
き
に
つ
い
て
、
申
込
場
所

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

〆
１
月
９
日
㈮

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
☎
７
５
６
―

５
０
１
３
）※
川
西
・
中
里
・
松
代
・

松
之
山
地
域
の
学
校
利
用
を
希
望

対
高
校
生
以
上
で
申
込
時
に
誓
約
書

内
容
に
同
意
で
き
る
人

￥
６
千
円

定
４
０
０
人

〆
２
月
８
日
㈰

申
ラ
ン
ネ
ッ
ト
※
冬
の
陣
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
参
照

問
松
代
支
所
地
域
振
興
係
（
☎

５
９
７
―
２
２
２
０
）

申し込みは
こちら

十
日
町
税
務
署

ア
ル
バ
イ
ト
職
員
募
集

●
雇
用
期
間
＝
２
月
上
旬
～
３
月
中
旬

●
勤
務
時
間
＝
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
の
間
で
３
・
５
時
間
ま
た

は
５
・
５
時
間
※
５
・
５
時
間
勤

務
は
、
そ
の
ほ
か
１
時
間
の
休
憩

時
間
あ
り
（
無
給
）
※
研
修
な
ど

で
変
動
す
る
こ
と
あ
り

対
納
税
者
対
応
が
可
能
で
、
ス
マ
ホ

操
作
・
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る

人
（
面
接
時
に
パ
ソ
コ
ン
操
作
や

ス
マ
ホ
操
作
の
簡
単
な
実
技
試
験

を
実
施
）

定
７
人
程
度

内
申
告
会
場
の
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ

操
作
補
助
、
書
類
整
理
な
ど

●
給
与
＝
時
給
１
１
２
０
円
※
給
与

※市では広告を募集しています。詳しくは広報広聴係まで

広告掲載

市報とおかまち　令和７年12月号25

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番025が必要ですお知らせ・ガイド

催
し・講
座

募
　
集

福
祉・健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し・相
談



年末年始の業務・営業情報など ●問合せ：掲載の各施設

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
シ
ス

テ
ム
停
止
の
お
知
ら
せ

シ
ス
テ
ム
改
修
に
伴
い
、
コ
ン
ビ

ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
が
停
止
と

な
り
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
停
止
期
間
＝
１
月
５
日
㈪
～
12
日

㈪
㈷

内
戸
籍
全
部
（
個
人
）
事
項
証
明
書
、

戸
籍
の
附
票
の
写
し
※
住
民
票
の

写
し
、
印
鑑
登
録
証
明
書
、
各
種

税
証
明
書
は
引
き
続
き
コ
ン
ビ
ニ

交
付
を
利
用
で
き
ま
す
。

問
市
民
生
活
課
市
民
係
（
☎
７
５
７

―
３
１
１
６
）

償
却
資
産
は
申
告
が
必
要
で
す

１
月
１
日
現
在
で
償
却
資
産
を
所

有
す
る
法
人
や
個
人
事
業
者
（
農
業

を
営
ん
で
い
る
人
や
ア
パ
ー
ト
を
貸

し
付
け
て
い
る
人
な
ど
）
は
、
固
定

資
産
税
算
定
の
た
め
、
償
却
資
産
の

申
告
が
必
要
で
す
。
期
間
内
に
申
告

を
お
願
い
し
ま
す
（
昨
年
度
ま
で
に

申
告
の
あ
っ
た
人
に
は
令
和
８
年
度

用
の
申
告
書
を
発
送
）。
詳
細
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

●
申
告
書
発
送
時
期
＝
12
月
下
旬

●
申
告
期
間
＝
１
月
５
日
㈪
～
２
月

施設　○＝通常開設・営業　△＝変則あり
　　　■（記号なし）＝休み

12月 １月 備考
（凡例△のときの補足説明など）23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5

火 水 木 金 土 日 月 火 祝 木 金 土 日 月

市
役
所
関
連
施
設

本庁窓口（市民生活課・税務課・
子育て支援課・福祉課・会計課）（☎757-3111）○ ○ ○ ○ ○

年内に各種証明書の発行や住所異動
の手続きが必要な人は、早めに市役
所窓口にお越しください。

川西・中里・松代・松之山支所 ○ ○ ○ ○ ○

コンビニエンスストアによる証明書交付 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △
・午前６時30分～午後11時の間に

証明発行サービス利用可
・戸籍謄抄本・戸籍の附票は、１月

５日㈪～12日㈪㈷まで発行不可
消費生活センター （☎757-3740）○ ○ ○ ○ ○
上下水道料金センター

（下水処理センター２階） （☎757-3115）○ ○ ○ ○ ○ ○

ご
み
収
集

な
ど 十日町全域

ごみ収集 （☎752-3924）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ごみ収集カレンダーのとおり
ごみ焼却場受付 （☎755-5587）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
し尿くみ取り （☎757-3125）○ ○ ○ ○ ○ 申し込みは「し尿前処理センター」へ

文
化
・
教
養
・
体
育
施
設

越後妻有文化ホール「段十ろう」（☎757-5011）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

中条・川治・吉田・下条公民館 各公民館へ
問合せ

○ ○ ○ ○ △ △ △ ・△は事前申し込みがあった団体のみ
利用可

・５日㈪は飛渡・中里・松代・松之山
は通常営業、そのほかは証明発行（吉
田・下条）、図書館業務（中条・川治・
吉田・下条）のみ実施

・水沢地区市民センターは５日㈪午前
８時30分〜午後５時15分まで利用可

飛渡・中里・松代・松之山公民館 ○ ○ ○ ○ △ △ △ ○

水沢地区市民センター （☎758-3101）○ ○ ○ ○ △ △ △ ○

千手中央コミュニティセンター・
川西公民館 （☎768-2308） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

情報館 （☎750-5100）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ブックポストは28日㈰〜４日㈰利用不可

博物館 （☎757-5531） ○ ○ ○ ○ ○

まつだい郷土資料館 （☎597-2138） 12月23日㈫～１月８日㈭まで休業

市総合体育館・武道館 （☎752-4377）○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ 28日㈰は利用不可

川西総合体育館 （☎768-2167）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

なかさとアリーナ（中里体育館）（☎755-5240）○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ 28日㈰は利用不可

松代総合体育館 （☎597-3752）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ひだまりプール （☎768-4880） △ ○ ４日㈰午前10時～午後６時
（教室休み・一般開放のみ）

森の学校キョロロ （☎595-8311） ○ ○ ○ ○ ○
市民交流センター「分じろう」 （☎750-7770） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市民活動センター「十じろう」 （☎750-7771） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市利雪新雪総合センター （☎755-2004）
（下条公民館） ○ ○ ○ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ○ 要事前申し込み。△は管理人（村山

☎755-2312）へ連絡

医
療
・
福
祉

施
設

医療福祉総合センター （☎757-3511）○ ○ ○ ○ ○ 休日救急は31ページ参照
国保川西診療所 （☎768-2034）○ ○ ○ ○ ○ 休日救急は31ページ参照
国保松之山診療所 （☎596-2240）○ ○ ○ △ ○ 26日㈮は午後休診
訪問看護ステーションおむすび （☎750-7171）○ ○ ○ ○ △ △ △ △ △ ○ △はケアマネージャーのプランに対応
高齢者憩いの家 （☎596-2224）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26市報とおかまち　令和７年12月号

休館日日時 会場 対象者 料金 （記載がないときは無料） 内容定員
締め切り 申し込み ＦＡＸ問い合わせその他講師持ち物

日 休 会 対 ￥ 定 内
他 〆 申 問 Ｆ持 講 お知らせ・ガイド

募
　
集

福
祉・健
康

催
し・講
座

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し・相
談



２
日
㈪

●
注
意
事
項
＝
乗
用
型
の
農
業
機
械

や
工
場
で
使
用
す
る
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
な
ど
の
小
型
特
殊
自
動
車

は
、
軽
自
動
車
税
の
対
象
で
す
。

ま
た
、
公
道
を
走
ら
な
く
て
も
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
取
り
付
け
が

必
要
で
す
。
取
り
付
け
て
い
な
い

車
両
は
、
税
務
課
ま
た
は
各
支
所

地
域
振
興
課
市
民
係
に
交
付
申
請

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
家
屋
資
産
税
係
（
☎
７
５

５
―
５
１
３
１
）

税
務
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化

に
伴
い
、
税
証
明
書
の
様

式
が
変
更
に
な
り
ま
す

１
月
５
日
㈪
か
ら
税
に
関
す
る
証

明
書
が
国
の
定
め
る
様
式
に
変
更
と

な
り
ま
す
。
変
更
内
容
は
各
係
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
収
納
関
係
：
管
理
収
納
係
（
☎
７

５
７
―
３
１
１
３
）、
所
得
・
営

業
等
関
係
：
市
民
税
係
（
☎
７
５

７
―
３
７
１
６
）、
土
地
資
産
関

係
：
土
地
資
産
税
係
（
☎
７
５
７

―
３
７
２
８
）、家
屋
資
産
関
係
：

家
屋
資
産
税
係
（
☎
７
５
５
―
５

１
３
１
）

施設　○＝通常開設・営業　△＝変則あり
　　　■（記号なし）＝休み

12月 １月 備考
（凡例△のときの補足説明など）23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5

火 水 木 金 土 日 月 火 祝 木 金 土 日 月
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

な
ど

くるる（十日町地区） （☎757-1008）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
えくぼ（川西地域） （☎768-2352）○ ○ ○ ○ ○ ○
きらりん（中里地域） （☎763-3131）○ ○ ○ ○ ○ ○
すくすく（松代地域） （☎597-2178）○ ○ ○ ○ ○
にこにこ（松之山地域） （☎596-2225）○ ○ ○ ○ ○
児童センターめごらんど （☎761-7707）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

観
光
施
設

市総合観光案内所 （☎750-1277）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

松代・松之山温泉観光案内所 （☎597-3442）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

クロステン・おみやげ館 （☎757-2323）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ １日㈷は午前11時～午後５時

クロステン・和装工芸館 （☎757-2323）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ ○ ○ ２日㈮・３日㈯は午前９時30分～
午後５時

クロステン・つまり食堂　 （☎750-5020）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

清津峡観光案内所 （☎761-7261）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 降雪状況などにより、臨時休業する
ことあり

越後妻有里山現代美術館
MonET （☎761-7766） ○ ○ ○ ○

光の館 （☎761-1090） ○ ○ ○ ○ △ △ △ ○ ○ △ 29日㈪・５日㈪見学可・宿泊不可、
1日㈭・２日㈮見学不可・宿泊可

清津峡渓谷トンネル （☎763-4800）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
２月28日㈯まで午前９時～午後４
時（最終入坑午後３時30分）
※降雪状況などにより、臨時休坑す

ることあり
まつだい雪国農耕文化村センター

「農舞台」 （☎595-6180） 12月23日㈫～１月８日㈭まで休業

松代棚田ハウス （☎594-7555）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
お土産処ふるさと （☎597-3912）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ 31日㈬は正午まで

温
浴
施
設

越後妻有交流館明石の湯 （☎752-0117） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

千手温泉千年の湯 （☎768-2988）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○
31日㈬は午前10時～午後8時

（最終入館午後7時30分）
※2月28日㈯まで午前10時～午後

９時（最終入館午後８時30分）

ミオンなかさと （☎763-4811）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ ○ ○ ○ ○

24日㈬は食堂・宿泊は休業、31日
㈬は午後８時30分閉館（最終入館は
午後８時）、１日㈷は午前11時開館
※２月28日㈯まで午前10時～午後

９時（最終入館午後８時30分）

ゆくら妻有 （☎763-2944）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○
１日㈷は午前11時開館
※２月28日㈯まで午前10時～午後

８時（最終入館午後７時30分）
まつだい芝峠温泉「雲海」 （☎597-3939）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

松之山温泉鷹の湯 （☎596-2221）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 時短で営業中：午前11時～午後８時
（最終入館は午後７時30分）

変更になることもあります。最新の状況は各施設へ問い合わせてください。
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※市では広告を募集しています。詳しくは広報広聴係まで

広告掲載

十
日
町
都
市
計
画
道
路
の

変
更
に
係
る
案
の
縦
覧

●
期
間
＝
１
月
６
日
㈫
～
20
日
㈫
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
除
く
）

●
縦
覧
場
所
＝
都
市
計
画
課
、
十
日

町
地
域
振
興
局
地
域
整
備
部

●
意
見
書
の
提
出
＝
十
日
町
市
の
市

民
と
そ
の
利
害
関
係
人
は
、
縦
覧

期
間
中
に
意
見
書
を
提
出
で
き
ま

す
。
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を

記
入
し
た
意
見
書
（
様
式
自
由
）

を
縦
覧
場
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
い
た
だ
い
た
意
見
は
そ
の
要

旨
を
都
市
計
画
審
議
会
に
提
出
し

ま
す
。

問
都
市
計
画
課
都
市
計
画
係
（
☎
７

５
７
―
９
９
３
７
）

令
和
８・９
年
度
十
日
町
市

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

令
和
８
・
９
年
度
に
市
が
行
う
建

設
工
事
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な

ど
の
業
務
、
物
品
購
入
の
入
札
に
参

加
を
希
望
す
る
事
業
所
は
、
参
加
資

格
審
査
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類
な
ど
の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間
＝
１
月
５
日
㈪
～
30
日

㈮
※
期
間
外
申
請
不
可

●
資
格
有
効
期
間
＝
令
和
８
年
４
月

１
日
～
令
和
10
年
３
月
31
日

●
注
意
事
項

・
随
時
申
請
は
４
月
以
降
に
受
付
予

定
で
す
。

・
建
設
工
事
に
お
け
る
経
常
共
同
企

業
体
の
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

は
、
３
月
16
日
㈪
～
23
日
㈪
に
受

け
付
け
ま
す
。

・
建
設
工
事
の
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
に
は
経
営
事
項
審
査
を
受
け

て
い
る
こ
と
が
必
須
条
件
で
す
。

詳
細
は
県
土
木
部
監
理
課
建
設
業

室
（
☎
０
２
５
―
２
８
０
―
５
３

８
６
）
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

・
施
設
管
理
や
清
掃
業
務
な
ど
役
務

の
提
供
の
み
の
業
務
は
申
請
不
要

で
す
（
資
格
登
録
審
査
制
度
を
設

け
て
い
ま
せ
ん
）。

問
財
政
課
契
約
検
査
係
（
☎
７
５
７

―
３
１
１
４
）

奨
学
金
を
返
還
し
て
い
る

若
者
を
応
援
し
ま
す

対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

①
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
７
年
度
の

間
に
、
初
回
の
奨
学
金
の
返
還
が

始
ま
る
人

②
補
助
金
の
申
請
年
度
に
６
か
月
以

上
か
つ
当
該
年
度
の
末
日
に
市
内

に
住
所
を
有
し
、
市
内
外
で
就
業

し
て
い
る
人
（
公
務
員
除
く
、
高

第三次十日町市総合計画の策定を進めています
問企画政策課企画政策係（☎757-3193）

11月６日㈭に十日町市総合計画審議会から基本構想
（案）に対する答申をいただきました。第三次十日町市総
合計画の基本構想は、令和８年度から10年間のまちづく
りの理念や政策の方針を示した市政運営の「羅針盤」とな
るものです。審議会からの貴重な答申をしっかり受け止め、
雪国ならではの暮
らしや文化を強み
に変え、安心して
住み続けられるま
ちづくりを進めて
いきます。

左から答申を受け取る関口市長、
審議会の宍戸会長、川田副会長

卒
者
含
む
）

③
初
回
の
申
請
年
度
の
４
月
１
日
に

30
歳
以
下
の
人
（
前
年
度
交
付
決

定
者
は
除
く
）

④
市
外
の
大
学
な
ど
を
卒
業
し
、
在

学
期
間
に
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け

た
人

⑤
奨
学
金
の
返
還
お
よ
び
市
税
に
滞

納
が
な
い
人

●
補
助
金
額
＝
奨
学
金
返
還
金
相
当

額（
１
年
度
あ
た
り
上
限
20
万
円
）

●
申
請
＝
５
年
を
限
度
と
し
、
毎
年

度
必
要

●
対
象
奨
学
金
＝
十
日
町
市
奨
学

金
、
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金

（
一
種
、
二
種
）

〆
１
月
16
日
㈮
（
必
着
）

他
年
度
ご
と
に
奨
学
金
の
返
還
と
市

内
へ
の
居
住
を
確
認
し
た
う
え
で

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

申
・
問
提
出
書
類
（
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
入
手
可
）
を
教
育

総
務
課
庶
務
係
（
☎
７
５
７
―

３
１
１
８
）
へ
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十日町税務署からのお知らせ マイナンバーカードとスマホでもっとつながる！e－Tax

税についての作文・税に関する絵はがきコンクール・税の標語
問税務課管理収納係（☎757-3113）上位入賞の児童生徒を紹介します（敬称略）。

【高校生の部】
●十日町市租税教育推進協議会　十日町市長賞
　樋熊花純（十日町総合高３年）

【中学生の部】
●十日町納税貯蓄組合連合会長賞
　蔵品和花（南中３年）
●十日町税務署長賞
　齋木萌梨（南中３年）、須藤柚子（川西中２年）
●十日町市租税教育推進協議会　十日町市長賞
　清水慶（松代中３年）
●新潟県南魚沼地域振興局長賞
　滝沢怜奈（中条中３年）
●関東信越税理士会十日町支部長賞
　南雲賢（中里中３年）

税についての作文
●十日町法人会長賞　中町旭（下条小６年）
●十日町税務署長賞　髙橋あおい（川治小６年）
●十日町市租税教育推進協議会　十日町市長賞
　久保田理子（吉田小６年）
●十日町法人会女性部会長賞
　佐藤結（西小６年）

税に関する絵はがきコンクール

●関東信越間税会連合会長賞
　小林茜里（松之山中３年）
●十日町間税会長賞　佐野なゆ（吉田中２年）
●十日町税務署長賞　二瓶祐寿（東小６年）

税の標語

申告書の作成は、国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」からマイナンバーカードを読み
取り、マイナポータルアプリと連携することで、給与・年金などの収入のほか、医療費控除やふるさと
納税などの寄附金控除の申告に必要な情報を取得できます。一括入力されるので時間がかからず簡単に
作成できます。また、医療費の領収書やふるさと納税の受領証明書などの収集・保管・入力が不要で、
とても便利です。ぜひマイナポータル連携を使ったe－Taxを利用してください。
※マイナポータルと連携するには、初回のみ事前準備が必要です。早めの準備をお願いします。
※給与情報と連携するには、源泉徴収票がe－Taxで提出されている必要があります。

【税務署への来署を検討している人へ】
１月５日㈪から２月13日㈮までは、税務署内に確定申告会場はありません。申告相談を希望する人は、

２月16日㈪から３月16日㈪までの確定申告期間中に会場へお越しください。入場には国税庁LINE公式
アカウントを通じたオンライン事前予約または会場で配付している入場整理券が必要です。

〈１月以降〉
２月13日㈮以前に所得税・個人消費税・贈与税の申告相談を希望するときは、事前に電話で予約を

してください。予約なくお越しいただいても対応できません。

【書面による申告書などを提出する人へ】
令和７年１月以降、確定申告書などの控えに収受日付印の押なつを行わないことにしました。申告書

などの提出年月日は必要に応じて、自身で記録・管理をお願いします。
※e－Taxを利用すると申告書などデータの送信後にメッセージボックスから送信日や申告内容を確認

することができます。確定申告会場では、自宅で作成した申告書の検算（金額の確認など）や書面に
よる申告書の作成はしていません。e－Taxまたは郵送などでの提出をお願いします。
問十日町税務署（☎752-3181）

マイナポータル
連携はこちら

確定申告は
こちら 作成コーナー
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寄付ありがとうございます

●企業版ふるさと納税＝株式会社トヨ
ワ（大阪市）、ダイトウボウ株式会
社（東京都中央区）

●奨学基金寄附金＝天理教北越分教会
●交通遺児等援助基金寄付金＝十日町

高等学校定時制課程生徒会

※敬称略

子子どどもも情情報報のの
ひひろろばば

子育てに関する情報は市のホームページや
ＬＩＮＥもご覧ください。

イベント・育児相談
　市ＬＩＮＥ公式アカウントを
友だち登録し、お子さんの生年
月日を設定すると、対象となる
健診の約１か月前に通知が届き
ます。

乳幼児健診日程

１月の「なかよしランド」（一部抜粋）

１月の「すこやかランド」

安
全
な
除
雪
作
業
の
た
め

の
物
品
を
貸
し
出
し
ま
す

市
で
は
除
雪
作
業
中
の
事
故
を
防

止
す
る
た
め
、
団
体
や
集
落
が
共
同

で
行
う
除
雪
作
業
に
対
し
、
物
品
を

貸
し
出
し
ま
す
。

●
貸
出
物
品
＝
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
、
ヘ

ル
メ
ッ
ト
、
か
ん
じ
き
、
ス
ノ
ー

ダ
ン
プ
、
は
し
ご
、
ア
ル
ミ
ブ
リ

ッ
ジ
な
ど

●
貸
出
期
間
＝
貸
し
出
し
の
日
か
ら

３
日
以
内

対
団
体
や
集
落
が
共
同
で
行
う
除
雪

作
業
※
個
人
で
行
う
作
業
は
対
象

外
申
・
問
貸
出
し
希
望
日
の
５
日
前
ま

で
に
申
請
書
を
建
設
課
克
雪
利
水

係
（
☎
７
６
１
―
７
４
１
２
）
へ

募
　
集

福
祉・健
康

催
し・講
座

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
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１月はお休みです
問段十ろう（☎757-5011）

【手形を取ってみよう】
日13日㈫午前10時～11時
会総合体育館

【あったかくなるふれあい遊び】
日20日㈫午前10時～ 11時
会情報館

〈共通〉
対未就園児とその保護者
￥会費あり（詳細は問合せ）
他新規参加者を随時募集中（体験・見学可）
問段十ろう（☎757-5011）

働
く
こ
と
に
悩
む
人
の

ワ
ン
・
ス
テ
ッ
プ
相
談

日
１
月
13
日
㈫
・
27
日
㈫
両
日
と
も

午
後
２
時
～
４
時
※
開
催
日
以
外

に
も
随
時
相
談
可

会
消
費
生
活
相
談
室

申
・
問
福
祉
課
援
護
係
（
☎
７
５
７

―
９
７
３
９
）

教
育
相
談

日
月
～
金
曜
日
午
前
９
時
～
午
後
４

時
（
祝
日
・
振
休
除
く
）

会
・
問
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
（
丸
山

町
・
☎
７
５
２
―
７
５
６
５
）

※
市
立
学
校
長
期
休
業
期
間
中
は
、

学
校
教
育
課
学
校
支
援
係
（
☎
７

５
６
―
５
０
１
０
）
へ

女
性
相
談
専
用
電
話

日
月
～
金
曜
日
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分
（
祝
日
・
振
休
除
く
）

●
相
談
＝
☎
７
５
７
―
３
７
０
１

（
市
民
生
活
課
市
民
係
内
）

３人きょうだいの末っ子でおてんばな心葉ちゃんは、
おしゃべりが上達し、二語文を話せるようになってきま
した。ヨーグルトやお汁なども、自分でスプーンを持っ
て食べられます。心葉ちゃんの名前は、姉の心

ここ

実
み

ちゃん（写
真左）が名付けてくれました。姉妹共通の漢字「心」と、「葉」
は風に乗って軽やかに舞うように、誰とでも仲良くなっ
てほしいという心実ちゃんの願いが込められています。

庭
野
心こ

こ
葉は
ち
ゃ
ん︵
写
真
中
央・１
歳
︶

北
原
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245

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
募
集
中
！

申
し
込
み
は
専
用
フ
ォ
ー
ム
（
下
記
二

次
元
コ
ー
ド
）
ま
た
は
企
画
政
策
課
広

報
広
聴
係
☎
７
５
７

｜

３
１
１
２
ま
で

My precious kids 



◆１月の健康・福祉の相談

発熱や風邪症状がある人は対面相談をご遠慮ください。電話相談もご利用ください。

 発達支援に関する相談
日月～金曜日午前８時30分～午後

５時15分（祝日・振休・年末年
始を除く）

対18歳まで
問発達支援センター（☎752-7270）

とおかまち健康ダイヤル24
☎0120-108-221（市民専用）
※24時間・年中無休
※通話・相談無料
※メンタルヘルスの
　相談は対象外

専用ダイヤル登録用
二次元コード

電話による健康相談

☎0570-783-025
※24時間・年中無休

新潟県こころの相談ダイヤル

☎＃7119
日毎日午後７時～翌朝午前８時
内急な病気やけがなどに関する相談

救急医療電話相談（概ね15歳以上）

☎＃8000
日毎日午後７時～翌朝午前８時
内急な発熱やけがなどに関する相談

小児救急医療電話相談（15歳未満）

◆１月のそのほかの相談 教育相談・女性相談専用電話は30ページをご覧ください

 法律相談
日８日㈭・15日㈭・22日㈭・29日

㈭午後１時30分～３時30分
会本庁相談室
申・問市民生活課市民係
　　　（☎757-3116）※要予約
行政相談
日／会21日㈬午後１時30分～３時

30分／千手中央コミュニティセ
ンター

問市民生活課市民係（☎757-3116）

定例年金相談
日８日㈭・22日㈭午前10時～正午、

午後１時～３時
会クロステン
申・問日本年金機構六日町年金事務

所（☎025-716-0008）※要予約
消費生活相談
日月～金曜日午前９時～午後４時
（祝日・振休・年末年始を除く）
対悪質商法・買い物・契約で困っ

ている人・借金問題
他面談相談は要予約
申・問市消費生活センター
  （☎757-3740・Ｆ752-6924・メール：
　t-shohi@city.tokamachi.lg.jp）

 多重債務相談
日28日㈬午後１時～４時
　26日㈪までに要予約
会本庁相談室　内借金トラブル
問市消費生活センター
　（☎757-3740）
心配ごと相談
日随時受付
会・申・問社会福祉協議会
　　　　　（☎757-3565）
生活困窮者相談
日午前８時30分～午後５時15分
（土・日曜日、祝日を除く）
会・問社会福祉協議会
　　　（☎757-3565）

・登園・登校許可証や診断書などの記入はできません。平日にかか
りつけ医や近くの病院へ問い合わせてください。

・休日や夜間に医療機関の受診の判断に迷ったときは、左記の「電
話による健康相談」などを利用してください。

・津南病院では第１・第３土曜日に内科と小児科の診療を行ってい
ます。

●診察受付時間：午前８時30分～
　（午後の診察開始時間は直接センターに問い合わせてください）

１月の休日救急医

期　日 医療機関名 住　所 電話番号

１日㈭元旦

２日㈮年始

３日㈯年始

４日㈰

11日㈰

12日㈪㈷

18日㈰

25日㈰

休日一次救急
診療センター

（医療福祉総合センター内）
高田町３丁目南 757-3411

※症状などを聞きとりますので、来院前に電話を
してください。電話がつながりにくいときは、
時間をおいてかけ直してください。

※変更があったときは、市ホームページやあんし
んメールなどでお知らせします。

N

十日町
市役所

至 南魚沼市

至 上越市

段十ろう

県立十日町高校

県立十日町病院医療福祉総合
センター

十日町高田郵便局

十日町駅

十日町
警察署

至 

津
南
町

至 

小
千
谷
市

JR飯山線／ほくほく線

国道117号

国
道
２
５
３
号

休日一次救急
診療センター

ご案内

休日一次救急
診療センター
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